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全
ト
ڠ
、ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
賃
金
実
ଶ

東
ト
ڠ
、九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
に
参
加

ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
２
０
２
５
開
催
へ

関
運
ہ
、点
ݕ
੔
උ
ਪ
進
運
動
強
化
月
間

厚
労
省
、؂
ಜ
指
導
・
送
ݕ
の
状
況

２４５６７

ᾇ トラックӡ送ۀࣄのܦӦج൫ཱ֬ରࡦ
ᾈ トラックυライόーਓ֬ࡐอ΁のରԠ

ᶃ ԉࢧಋೖ΁のثػ̩̞
ᶄ ౳のためのறఀंスϖース౳の੔උܜٳ
ᶅ ଟ༷なਓࡐがब࿑で͖るΑ͏な࿑ಇྗରࡦ

ᾉ ౎ߋࢢ৽中のަ௨ौ଺・ՙさ͹͖଴ちौ଺౳のղফ΁
のରԠ

ᾊ ԉࢧ΁の࣋の֬อ・ҡݿं
ᾋ ࡦ଎ಓ࿏のྉۚରߴ

ᶃ ར༻ଅਐに͚޲たӦंۀ༻ྉۚମܥの૑ઃ
ᶄ ྉۚ割Ҿ੍౓の֦ॆ
ᶅ ターϛφルチャージの੔ཧ

ᾌ ೩ྉՁ֨ߴಅ΁のࢧԉ
ᾍ ԉࢧにؔするऔ組Έ΁のڥ؀

ᶃ  θロΤϛッγϣン・ビークル（̯̫̚）トラックの
ଅਐٴී

ᶄ ౦ژ౎՟෺輸送ධՁ੍౓の֦ॆ
ᾎ ಓ࿏੔උのଅਐ

ᶃ ट౎؀ࡾݍঢ়ಓ࿏の੔උଅਐ
ᶄ ҆શ҆৺なಓ࿏੔උܭըのਪਐ

ᾏ றं੍نの؇࿨
ᶃ ແঈఏڙされる՟෺ंறंスϖースの֦ॆ
ᶄ றं੍نのݟ௚し

ҕ
員
会
の
๯
頭
、
ླ
໦
ҕ

員
௕
は
、「
̔
年
度
の
੫
制

な
ど
の
要
๬
߲
目
を
東
京
都

議
会
各
会
೿
、
自
༝
民
主
ౘ

東
京
都
支
部
連
合
会
選
出
国

会
議
員
、
東
京
都
知
事
ώ
ア

リ
ン
グ
で
要
๬
し
て
い
く
༧

定
。
７
年
度
要
๬
で
は
、
օ

様
の
ご
ڠ
力
に
よ
り
、
燃
料

電
஑（
̛
̘
Ｖ
）ト
ラ
ッ
ク

の
導
入
支
ԉ
な
ど
の
要
๬
事

߲
が
ୡ
成
し
た
」
と
し
た
上

で
、「
̔
年
度
要
๬
は
、物
価

高
、
人
ࡐ
ෆ
଍
へ
の
ର
応
、

ं
庫
・
駐
ं
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
や
؀
ڥ
に
関
す
る
取
り
組

み
の
ほ
か
、
৽
た
に
都
市
ߋ

৽
中
の
交
通
ौ
଺
・
ՙ
さ
ば

き
଴
ち
ौ
଺
な
ど
の
解
消
へ

の
ର
応
を
要
๬
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
都
で
は

都
内
の
物
ྲྀ
を
守
る
た
め
、

ứ
東
京
物
ྲྀ
ビ
ズ
Ừ
な
ど
の

施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
ྲྀ
れ
を
要
๬
に
い
か

し
て
い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

議
事
で
は
ま
ず
、
東
京
都

へ
の
̔
年
度
特
別
要
๬
߲
目

厚
生
労
働
省
の

中
央
最
低
賃
金
審

議
会（
中
賃
）
は

̔
月
４
日
に
開
催

し
た
ୈ
þ1
回
審
議

会
で
、
ྩ
和
７
年

度
地
域
別
最
低
賃

金
額
改
定
の
目
安

に
関
す
る
答
申
を

取
り
ま
と
め
、
෱

Ԭ
資
ຩ
大
ਉ
に
答
申
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
最
賃
額

改
定
の
目
安
に
つ
い
て
は
、

労
使
ҕ
員
の
意
見
が
一
க

を
み
る
に
ࢸ
ら
ず
、
ࡢ
年
10

月（
６
年
度
最
賃
改
定
額
の

発
ޮ
）か
ら
今
年
６
月
ま
で

の
消
費
者
物
価
指
数
は
平
均

３
・
９
％
で
前
年
同
期（
５

年
10
月
Ỗ
６
年
６
月
）の
平

均
３
・
２
％
か
ら
引
き
続
き

高
い
水
準
で
あ
る
こ
と
を
踏

６
３
円
だ
が
、
目
安
通
り
に

改
定
さ
れ
れ
ば
、
１
２
２
６

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
ほ
か
の
引
き

上
げ
額（
加
重
平
均
）は
、̗

ラ
ン
ク（
28
道
府
県
）が
63

円（
６
・
３
％
）、̘
ラ
ン
ク

（
13
県
）が
64
円（
６・７
％
）。

ݕ
౼
に
当
た
っ
て
は
、
中

賃
が「
৽
し
い
資
本
主
ٛ
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実

行
ܭ
画
２
０
２
５
年
改
గ

൛
」
お
よ
び「
経
済
ࡒ
੓
運

営
と
改
ֵ
の
基
本
方
਑
２
０

２
５
」
に
഑
意
し
、
最
低
賃

金
法
ୈ
９
৚
ୈ
２
߲
の
３
要

素
を
考
ྀ
し
た
審
議
を
行
っ

て
き
た
。

答
申
に
当
た
り
、
中
賃
は

੓
府
に
ର
し
、
中
小
企
業
・

小
ن
໛
事
業
者
の
賃
上
げ
の

実
現
に
向
け
て
、
׭
公
ध
に

お
け
る
ର
策
な
ど
を
含
め
た

価
格
転
嫁
・
取
引
適
ਖ਼
化
の

ప
ఈ
、
中
小
企
業
・
小
ن
໛

事
業
者
の
生
産
性
向
上
、
事

業
承
継
・
̢
ˍ
Ａ
な
ど
中
小

企
業
・
小
ن
໛
事
業
者
の
経

営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
で
活
༂
す

る
人
ࡐ
の
ҭ
成
と
ॲ
۰
改
ળ

を
進
め
る「
中
小
企
業
・
小

ن
໛
事
業
者
の
賃
金
向
上
ਪ

進
５
か
年
ܭ
画
」
の
ண
実
な

実
行
な
ど
を
要
๬
し
た
。

˖

˖

東
京
労
働
ہ
の
東
京
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
は
、̔
月

７
日
に
開
催
し
た
審
議
会

で
、
都
最
賃
の
改
定
に
つ
い

て
審
議
・
ܾ
定
し
、現
行（
１

１
６
３
円
）よ
り
63
円
引
き

上
げ
、
１
２
２
６
円
と
す
る

よ
う
答
申
し
た
。

中
賃
の
目
安
答
申
通
り
の

改
定
を
答
申
し
た
も
の
で
、

引
き
上
げ
཰
は
５
・
42
％
。

東
労
ہ
は
都
最
賃
を
改
定
・

公
示
し
、
10
月
３
日
に
発
ޮ

す
る
༧
定
。

ま
え
、
こ
れ
を
基
準
に
ݕ
౼

す
る
こ
と
が
適
当
と
答
申
。

۩
体
的
に
は
、
全
都
道
府

県
を
Ａ
Ỗ
̘
の
３
つ
の
ラ
ン

ク
に
分
け
て
最
賃
改
定
額
の

目
安
を
提
示
し
、
全
国
加
重

平
均
で
は
１
１
１
̔
円（
時

間
給
）
と
前
年
度
ൺ
63
円

（
６
・
０
％
）の
引
き
上
げ

を
答
申
し
た
。
目
安
制
度
の

開
࢝
以
来
、
過
去
最
高
だ
っ

た
前
年
度（
51
円
、
５
・
１

％
引
き
上
げ
）を
上
回
る
引

き
上
げ
額
で
過
去
最
高
額
と

な
る
。

最
も
最
賃
額
が
高
い
水
準

に
あ
る
東
京
都
な
ど
６
都
府

県（
Ａ
ラ
ン
ク
）の
改
定
目

安
額（
加
重
平
均
）は
63
円

（
５
・
６
％
）の
引
き
上
げ
。

東
京
都
の
最
賃

額
は
現
行
１
１

Ҋ
に
つ
い
て
審
議
。
要
๬
に

当
た
り
、「
物
ྲྀ
の
２
０
２

４
年
問
୊
」
で
、
さ
ら
に
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ό
ー
ෆ
଍
は

深
ࠁ
化
し
て
お
り
、
２
０
１

５
年
度
か
ら
２
０
２
４
年
度

ま
で
の
10
年
間
で
都
内
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
数
は
６
３

̔
社（
約
12
％
）減
少
し
、こ

の
ま
ま
ਪ
Ҡ
し
た
場
合
、
東

京
の
輸
送
能
力
が
ෆ
଍
し
て

い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と

説
明
し
た
。

経
営
基
盤
確
立
ର
策
で

は
、
ド
ラ
イ
ό
ー
フ
ァ
ー
ス

ト
の
視
点
に
立
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
当
た
り
、
そ
の

ݪ
資
と
な
る
東
京
都
運
輸
事

業
ৼ
ڵ
助
成
交
付
金
が
必
要

ෆ
Մ
ܽ
な
ࡒ
ݯ
で
あ
る
が
、

年
々
減
少
し
て
い
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

ࡢ
今
、
軽
༉
引
取
੫
の
࢑

定
੫
཰
の
ഇ
ࢭ
が
࿦
じ
ら

れ
、
交
付
額
の
減
少
ま
た
は

制
度
の
ഇ
ࢭ
は
、
ڠ
会
の
事

業
を
ஶ
し
く
ఀ
଺
さ
せ
、
݈

全
な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

発
展
に
与
え
る
影
響
は
ਙ
大

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
東
京

の
物
ྲྀ
機
能
の
確
保
が
ࠔ
難

と
な
る
の
は
明
ら
か
に
な
る

た
め
、
࢑
定
੫
཰
の
存
ഇ
に

か
か
わ
ら
ず
、̔
年
度
以
降

の
交
付
額
が
７
年
度
以
上
と

な
る
よ
う
ٻ
め
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

৽
ن
要
๬
߲
目
の
都
市
ߋ

৽
中
の
交
通
ौ
଺
・
ՙ
さ
ば

き
଴
ち
ौ
଺
な
ど
の
解
消
へ

の
ର
応
で
は
、
現
在
、
円
׈

な
物
ྲྀ
の
๦
げ
と
な
る
事
象

が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
影
響

は
工
事
中
の
௕
期
間
に
わ
た

る
。
そ
の
た
め
、
事
業
施
行

中
の
円
׈
な
物
ྲྀ
確
保
に
向

け
、
ौ
଺
が
生
じ
な
い
交
通

ध
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ٻ
め

て
い
く
。

ま
た
、
ं
庫
の
確
保
・
維

持
へ
の
支
ԉ
で
は
、
大
ن
໛

災
害
時
の
ۓ
急
物
資
輸
送
へ

の
ڠ
力
が
ٻ
め
ら
れ
る
中
、

機
動
性
・
ਝ
଎
性
の
確
保
に

は
都
内
ナ
ン
ό
ー
の
ト
ラ
ッ

ク
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

都
内
に
ト
ラ
ッ
ク
を
ৗ
駐
さ

せ
る
の
に
必
要
な
ं
庫
用
地

の
確
保
の
た
め
、
ं
庫
経
費

の
助
成
な
ど
ं
庫
の
維
持
に

向
け
た
支
ԉ
を
ٻ
め
て
い

く
。さ

ら
に
、
燃
料
価
格
高
ಅ

へ
の
支
ԉ
、
点
ݺ
に
お
け
る

Ａ
̞
や
̞
̩
機
器
導
入
へ
の

支
ԉ
、
燃
料
ス
タ
ン
ド
・
給

東
京
商
工
会
議
所

は
̔
月
５
日
、
１
߸

議
員
選
）ڍ
10
月
２

日
౤
開
ථ
日
）の
立

ީ
ิ
者
と
し
て
、
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

の
浅
井
㑑
名
༪
会
௕

が
代
表
を
຿
め
る
᷂

浅
井
を
は
じ
め
、
þ9

社
か
ら
ಧ
出
が
あ
っ

た
と
発
表
し
た
。

東
ト
ڠ
は
１
月
、

ྩ
和
６
年
度
ୈ
４
回

理
事
会
で
、
改
選
期

（
೚
期
３
年
）を
ܴ

え
る
東
商
１
߸
議
員

選
ڍ
立
ީ
ิ
者
の
ਪ
ન
に
つ

い
て
審
議
し
、
現
在
３
期
に

わ
た
り
１
߸
議
員
を
຿
め
て

い
る
浅
井
名
༪
会
௕
を
、
引

き
続
き
東
ト
ڠ
と
し
て
ਪ
ન

す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
水
野
ޭ
会
௕
を

本
部
௕
と
す
る
選
ڍ
ର
策
本

部
を
設
置
し
、
４
期
目
の
当

選
を
目
指
す
。

な
お
、東
商
１
߸
議
員
は
、

東
商
の

最
高
意

思
ܾ
定
機
関
で
あ
る
議
員
૯

会
の
構
成
員
で
、
東
商
の
事

業
活
動
な
ど
に
発
ݴ
力
を
持

ち
、強
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
ք
の
実
状

や
意
見
・
要
๬
を
広
く
産
業

ք
に
発
৴
し
て
理
解
を
得
る

と
と
も
に
、
業
ք
の
ৼ
ڵ
・

発
展
に
د
与
す
る
た
め
、
東

ト
ڠ
を
ڍ
げ
て
上
Ґ
当
選
を

目
指
し
て
い
る
。

༉
、ガ
ι
リ
ン
੫
࢑
定

੫
཰
ഇ
ࢭ
な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
ڍ
が
っ
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
、
要
๬
ॻ
文
面

な
ど
の
調
੔
や
取
り
ま

と
め
を
ҕ
員
௕
に
一
೚

す
る
こ
と
と
し
た
。

今
後
、
９
月
２
日
に

東
京
都
議
会
各
ౘ
に
要

๬
し
、
10
月
上
०
Ỗ
下

०
に
自
民
ౘ
東
京
都
支

部
連
合
会
、
さ
ら
に
、

11
月
下
०
Ỗ
12
月
上
०

に
都
知
事
ώ
ア
リ
ン
グ

で
要
๬
す
る
༧
定
。

こ
の
ほ
か
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
に
よ
る
̔
年
度

「
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に
関

す
る
要
๬
ॻ
」
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

ઙҪࢯ
౦
ژ
౎
̍
̎
̎
６
ԁ
ʹ

౦
঎
̍
߸
ٞ
һ
બ
ڍ
ø÷
݄
̎
೔

࠷
௞
վ
ఆ
ֹ
ͷ
໨
҆
౴
ਃ

શ
ࠃ
Ճ
ॏ

ฏ
ۉ
ýú
ԁ
Ҿ
͖
্
͛

令和８年度東京都への要望項目（案）

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
税
制
金
融
委
員

会（
鈴
木
隆
志
委
員
長
）は
８
月
７
日
、東

ト
総
合
会
館
で
、令
和
７
年
度
第
１
回
委

員
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）を
開
催
し
、８
年
度

東
京
都
へ
の
要
望
項
目
案（
別
掲
参
照
）

な
ど
を
審
議
・
了
承
。
７
年
度
要
望
項
目

に
、新
た
に
都
市
更
新
中
の
交
通
渋
滞
・

荷
さ
ば
き
待
ち
渋
滞
な
ど
の
解
消
へ
の
対

応
を
加
え
た
９
項
目
と
し
た
。

将
来
的
に
首
都
東
京
の
物
流
機
能
の
確

保
に
は
、東
京
の
物
流
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
一
層
の
業
務
改
善
と
事

業
継
続
を
支
援
す
る
た
め
に
、ド
ラ
イ
バ

ー
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
に
立
ち
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、東
京
都
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
に
つ
い
て
、８
年

度
以
降
も
７
年
度
以
上
の
交
付
額
と
な
る

よ
う
求
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

౦
ژ
౎
΁
の
ཁ
๬
߲
໨
Ҋ
を
ܾ
ఆ

݈શなൃలに交付ۚෆՄܽ
౦ژの෺ྲྀػೳ֬อ͕ઈର

ઙҪ໊༪ձ௕΁ͷ౤ථݺͼ͔͚

̓೥౓

厚労省 தԝ࠷௞৹ٞձ

౦
τ
ڠ
੫
制
ۚ
༥
ҕ
һ
ձ
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国
土
交
通
省
は
̔
月
７

日
、
ෳ
数
の
自
動
ं
運
送
事

業
者
が
連
ܞ
し
て
行
う「
事

業
者
間
ԕ
ִ
点
ݺ
」
に
お
け

る
、
輸
送
の
安
全
؅
理
業
຿

の
受
ҕ
ୗ
制
度
を
本
格
運
用

す
る
た
め
の
通
ୡ
を
発
出
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
０
０

％
資
本
関
係
の
な
い
事
業
者

間
で
も
、
一
定
の
৚
件
を
満

た
せ
ば
点
ݺ
業
຿
を
૬
ޓ
に

ҕ
ୗ
・
受
ୗ
で
き
る
仕
組
み

と
な
る
。

今
回
の
通
ୡ
は
、
運
行
؅

理
者
の
ෛ
担
軽
減
や
ຫ
性
的

な
人
手
ෆ
଍
に
ର
応
す
る

た
め
に
、
ྩ
和
５
年
か
ら
の

ઌ
行
実
施
期
間
を
ऴ
え
、
̞

̘
̩
を
活
用
し
た
ԕ
ִ
点
ݺ

の
実
施
ൣ
囲
を
拡
大
す
る
も

の
。
同
一
事
業
者
内
で
の
運

行
؅
理
の
み
な
ら
ず
、
ଞ
事

業
者
間
で
の
安
全
؅
理
業
຿

の
受
ҕ
ୗ
を
制
度
化
し
、
実

຿
で
の
運
用
方
法
や
手
続
き

を
明
確
化
し
た
。

通
ୡ
で
は
、
受
ҕ
ୗ
を
行

う
場
合
の
ܖ
約
方
法
や
開
࢝

申
੥
の
許
Մ
な
ど
実
施
体
制

の
要
件
、
記
録
の
保
存
ٛ
຿

な
ど
を
ن
定
。
ҕ
ୗ
元
は
受

ୗ
ઌ
の
業
຿
状
況
を
定
期
的

に
調
ࠪ
・
؅
理
し
、
ੋ
ਖ਼
が

必
要
な
場
合
は
適
切
に
ର
応

す
る
こ
と
が
ٻ
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
ܖ
約
や
体
制
に
変
ߋ

が
生
じ
た
時
や
ܖ
約
ऴ
ྃ
時

に
は
、
15
日
以
内
に
؅
׋
の

運
輸
支
ہ
へ
の
ಧ
出
が
ٛ
຿

付
け
ら
れ
て
い
る
。

許
Մ
期
間
は
最
௕
５
年
間

で
、
ߋ
৽
に
は
２
か
月
前
ま

で
の
申
੥
が
必
要
。
運
輸
支

ہ
は
、
許
Մ
を
受
け
た
受
ҕ

ୗ
事
業
者
の
実
ଶ
೺
Ѳ
や
指

導
を
行
い
、
事
後
ν
ỻ
ッ
ク

を
ప
ఈ
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。使

用
す
る
ԕ
ִ
点
ݺ
機
器

の
要
件
は
、
本
格
運
用
に
お

い
て
も
ઌ
行
実
施
と
同
様
、

国
交
省
の
認
定
を
受
け
た
機

器
で
あ
る
こ
と
。

ৄ
細
は
、
国
交
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

金
の
ࠩ
額
は
̔
万
１
５
０
０

円
で
、
৆
与
ࠐ
み
で
10
万
４

５
０
０
円
と
な
っ
た
。

全
業
छ
・
৬
छ
の
平
均

年
ྸ
は

48
・
５

ࡀ
で
、

ᾇ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
受
౉
৚
݅
ϧ

ồ
ϧ
ͷ
࠶
ప
ఈ

՟
物
自
動
ं
運
送
事
業
法

に
お
け
る「
安
全
഑
ྀ
ٛ
຿
」

ᾈ
ೲ
ೖ
時
間
ͷ
ॊ
ೈ
Խ
・

؇
࿨改

ਖ਼
物
ޮ
法
に
お
け
る

「
ՙ
଴
ち
時
間
౳
の
୹
ॖ	

౒

力
ٛ
຿


」

ᾉ
ೲ
ೖ
ϩ
ỽ
τ
ͷ
֦
େ

日
本
鉄
߯
連
ໍ

は
７
月
31
日
、
サ

プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン

（
̨
̘
̢
）全
体
で

ݺ
び
か
け
合
い
連

ܞ
し
て
い
く
べ
き

事
߲
を
੔
理
し
、

「
持
続
Մ
能
な
サ

プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン

構
築
・
ޮ
཰
化
の

た
め
の
߯
ࡐ
物
ྲྀ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
取
り
ま
と
め
、

こ
れ
を
用
い
て

改
め
て
ἔ
発
ண
連

ܞ
ἕを
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

０・９
ࡀ
上
昇
。
こ
の
う
ち
、

உ
性
運
転
者
は
49
・
７
ࡀ
で

０
・
７
ࡀ
上
昇
し
、
高
ྸ
化

の
܏
向
が
ݦ
ஶ
で
あ
る
。

な
お
、
調
ࠪ
結
果（
本
ฤ

ൈ
粋
）は
全
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
ܝ
ࡌ
し
て
い
る
。

ớ
ੵ
ࡌ
཰
ͷ
޲
্
Ờ

改
ਖ਼
物
ޮ
法
に
お
け
る

「
ੵ
ࡌ
ޮ
཰
の
向
上	

౒
力
ٛ

຿


」ᾊલ
޿
ͳ
ೲ
ೖ
Φ
ồ
μ
ồ

λ
Π
ϛ
ϯ
ά
΁
ͷ
ݟ
௚
し

「
ՙ
଴
ち
時
間
౳
の
୹
ॖ
」

「
ੵ
ࡌ
ޮ
཰
向
上
」
に
向
け

た
ޮ
果
的
な
取
組

ᾋ
ग़
ՙ
ྔ
ͷ
ฏ
४
Խ

߲
目
は
ผ
ܝ
参
照
。

同
連
ໍ
は
、
策
定
に
当
た

り
、
鉄
߯
業
ք
と
し
て
、
経

済
・
社
会
活
動
に
ෆ
Մ
ܽ
な

製
඼
の
安
定
供
給
を
担
う
素

ࡐ
産
業
と
し
て
の
使
໋
を
全

う
し
、
持
続
Մ
能
な
̨
̘
̢

の
構
築・ޮ
཰
化
に
向
け
て
、

߯
ࡐ
の
̨
̘
̢
全
体
の
連
ܞ

の
連
࠯
を
生
み
出
し
な
が

ら
、
よ
り
一
૚
の
連
ܞ
の
ス

テ
ー
ジ
を
引
き
上
げ
て
い
く

と
し
て
い
る
。

ま
た
、同
連
ໍ
は
、「
物
ྲྀ

の
２
０
２
４
年
問
୊
」
に
ର

応
す
る
た
め
の
法
改
ਖ਼
が
行

わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に
ઌ
立

ち
、
ྩ
和
５
年
７
月
に「
߯

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

こ
の
ほ
ど
、２
０
２
４（
ྩ
和

６
）年
度
൛「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
の
賃
金
・
労
働
時
間
౳

の
実
ଶ
」
の
調
ࠪ
結
果
を
ま

と
め
た
。
ྩ
和
６
年
５
Ỗ
７

月
に
支
払
わ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
に
ܞ
わ
る
従
業
員

の
賃
金
な
ど
の
実
ଶ
を
調
ࠪ

全
ト
ڠ
は
ୈ

１
３
０
回「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業

ք
の
ܠ
況
感
」

調
ࠪ
結
果（
ྩ

和
７
年
４
Ỗ
６

月
期
、
଎
報
）

を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
一
ൠ
՟

物
で
輸
送
数
ྔ
、
運
賃
・
料

金
の
水
準
が
ѱ
化
܏
向
に
転

じ
、
燃
料
価
格
の
高
ࢭ
ま
り

や
、
物
価
高
に
よ
る
輸
送
ݪ

価
の
上
昇
分
を
े
分
に
転
嫁

で
き
な
い
状
況
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、営
業
ར
益・

経
ৗ
ར
益
の
ѱ
化
を
൓
映

し
、
ܠ
況
感
の
൑
அ
指
ඪ
は

（̊
マ
イ
ナ
ス
）
20
・
０
と

前
回
調
（ࠪ
７
年
１
Ỗ
３
月

期
）よ
り
１
・
３
⻲
ѱ
化
し

た（
以
下
、
指
ඪ
の
動
向
は

前
回
ൺ
）。

実
働
཰
は
˚
２
・
７
で

０
・
９
⻲
、実
ं
཰
は
˚
３
・

１
で
０
・
４
⻲
そ
れ
ぞ
れ
ѱ

化
。
一
方
、
運
転
者
の
ޏ
用

動
向
は
92
・
５
で
１
・
４
⻲

上
昇
し
、
労
働
力
の
ෆ
଍
感

が
一
段
と
高
く
な
っ
た
。
こ

う
し
た
中
で
、
経
ৗ
ଛ
益
は

˚
24
・
̔
で
４
・
４
⻲
ѱ
化

し
た
。

業
छ
別
に
み
る
と
、
一
ൠ

՟
物
で
は
輸
送
数
ྔ
が
˚

９
・
９
と
11
・
̔
⻲
ѱ
化
し
、

マ
イ
ナ
ス
水
準
に
転
じ
た
。

運
賃
・
料
金
の
水
準
も
21
・

０
で
13
・
３
⻲
ѱ
化
し
、
こ

れ
に
伴
い
、
営
業
収
入
が
˚

５
・
６
で
９
・
９
⻲
ѱ
化
、

営
業
ར
益
も
˚
35
・
６
で

11
・
９
⻲
ѱ
化
し
た
。

特
ੵ
՟
物
で
は
、
輸
送
数

ྔ
が
10
・
７
で
２
・

６
⻲
改
ળ
し
た
が
、

運
賃
・
料
金
の
水
準

が
25
・
３
で
15
・
２

⻲
ѱ
化
し
た
。
営
業

収
入
は
７
・３
で
１
・

９
⻲
の
改
ળ
と
な
っ

た
が
、
営
業
ར
益
は

˚
̔
・
̔
で
６
・
１

⻲
ѱ
化
し
た
。

事
業
ن
໛
別
に
み

る
と
、
大
ن
໛
事
業

者
の
ܠ
況
感
は
16・３
で
０・

２
⻲
改
ળ
し
た
が
、
中
ن
໛

は
˚
23
・
０
で
０
・
４
⻲
、

小
ن
໛
は
˚
2þ
・
１
で
０
・

５
⻲
そ
れ
ぞ
れ
ѱ
化
し
た
。

今
後
の
見
通
し
は
、
米
国

関
੫
੓
策
が
も
た
ら
す
事
業

؀
ڥ
の
ෆ
ಁ
明
化
や
人
ࡐ

ෆ
଍
、
物
価
上
昇
な
ど
を
൓

映
し
、
ܠ
況
感
の
指
ඪ
は
˚

21・̔
で
今
回
調
ࠪ
ൺ
１・̔

⻲
ѱ
化
す
る
見
ࠐ
み（
以
下
、

指
ඪ
の
動
向
は
今
回
ൺ
）。

業
छ
別
に
み
る
と
、
一
ൠ

՟
物
で
は
輸
送
数
ྔ
は
˚

13
・
７
で
３
・
̔
⻲
、運
賃
・

料
金
の
水
準
は
９
・
０
で

12
・
０
⻲
そ
れ
ぞ
れ
ѱ
化
と

な
る
見
ࠐ
み
。こ
れ
に
伴
い
、

営
業
収
入
は
˚
７
・９
で
２・

３
⻲
の
ѱ
化
、
営
業
ར
益
は

˚
38
・
９
で
３
・
３
⻲
ѱ
化

の
見
ࠐ
み
。

一
方
、
特
ੵ
՟
物
で
は
輸

送
数
ྔ
は
16
・
４
で
５
・
７

⻲
改
ળ
す
る
が
、
運
賃
・
料

金
の
水
準
は
18
・
２
で
７
・

１
⻲
ѱ
化
す
る
見
ࠐ
み
。
営

業
収
入
は
11
・
１
で
３
・

̔
⻲
、営
業
ར
益
は
６・

０
で
14
・
̔
⻲
そ
れ
ぞ

れ
改
ળ
す
る
見
ࠐ
み
。

事
業
ن
໛
別
の
ܠ
況

感
に
つ
い
て
は
、
大
ن

໛
事
業
者
で
は
14
・
２
、

中
ن
໛
は
˚
24
・
３
、

小
ن
໛
は
˚
30
・
２
で

そ
れ
ぞ
れ
ѱ
化
す
る
見

通
し
。

し
た
も
の
。
調

ࠪ
ର
象
は
全
国

４
６
２
５
社

ࡐ
物
ྲྀ
に
お
け
る
２
０
２
４

年
問
୊
へ
の
ର
応
に
つ
い
て
」

を
発
৴
し
、
߯
ࡐ
Ϣ
ー
ザ
ー

と
の
連
ܞ
の
ݺ
び
か
け
を
行

い
、同
年
12
月
に
は「
物
ྲྀ
の

適
ਖ਼
化
・
生
産
性
向
上
に
向

け
た
自
主
行
動
ܭ
画
」
を
策

定
し
て
い
た
。
発
ՙ
主
と
し

て
の
߯
ࡐ
Ϣ
ー
ザ
ー
各
Ґ
へ

の
連
ܞ
の
ݺ
び
か
け
を
ἔ
発

ண
連
ܞ
ἕ、
ண
ՙ
主
と
し
て

の
ݪ
燃
料
・
資
ࡐ
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
各
Ґ
へ
の
物
ྲྀ
に
係
る

問
୊
点
を
࢕
う
活
動
を
ἔ
ண

発
連
ܞ
ἕと
体
ܥ
化
し
、
取

り
組
み
を
ਪ
進
し
て
き
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ৄ
細

は
、
日
本
鉄
߯
連
ໍ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

「
ՙ
଴
ち
時
間
౳
の
୹
ॖ
」

「
ੵ
ࡌ
ޮ
཰
向
上
」
に
向
け

た
ޮ
果
的
な
取
組

ᾌ
࣋
ଓ
Մ
ೳ
ͳ
α
ϓ
ϥ
Π

ν
ỻ
ồ
ϯ
ߏ
ங
・
ޮ
཰
Խ
ͷ

ͨ
Ί
ͷ
ద
੾
ͳ
අ
༻
ෛ
୲
ʹ

ͭ
͍
ͯ

改
ਖ਼
物
ޮ
法
に
お
け
る

「
実
ޮ
性
の
確
保
の
た
め
に

取
り
組
む
べ
き
ા
置
」

で
、
有
ޮ
回
答
数
は
５
６
５

社（
回
答
཰
12
・
２
％
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、全
業
छ・

৬
छ
の
１
人
１
か
月
平
均
賃

金
は
34
万
１
̔
０
０
円
で
、

ର
前
年
ൺ
６
・
７
％
の
増

加（
以
下
、
賃
金
額
な
ど
は

１
人
１
か
月
平
均
、
ର
前
年

ൺ
）。
こ
れ
に
年
間
৆
与
を

加
え
た
月
額
は
38
万
̔
７
０

０
円（
同
５
・
５
％
増
）と

な
っ
た（
ද
）。

こ
の
う
ち
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
の
中
֩
と
な
る
உ
性

運
転
者（
け
ん
引
・
大
型
・

中
型
・
準
中
型
・
ී
通
）の

平
均
賃
金
は
36
万
３
０
０
円

（
同
７
・
４
％
増
）で
、৆
与

ࠐ
み
の
月
額
平
均
賃
金
40
万

４
１
０
０
円（
同
６
・
３
％

増
）と
な
っ
た
。
こ
れ
を
৬

छ
別
で
み
る
と
、
け
ん
引
、

大
型
、準
中
型
、ී
通
、中
型

の
ॱ
と
な
り
、
け
ん
引
運
転

者
と
中
型
運
転
者
の
平
均
賃

৬�種
賃�金

ʢԁʣʢ̍ ͔݄ฏۉʣ
賃金�৆༩

ʢԁʣʢ̍ ͔݄ฏۉʣ
ฏۉ೥ྸ
ʢࡀʣ

令࿨̒ ೥౓ 令࿨̑ ೥౓ 令࿨�೥౓ 令࿨�೥౓ 令࿨̒ ೥౓

உੑ運転ऀ
ฏۉ� 360,300 333,500 404,100 378,800 49.7

全৬種
ฏۉ� 341,800 318,900 388,700 367,400 48.5

શ
৬
छ
ฏ
ۉ
௞
ۚ
͸
૿
Ճ

ฏ
ۉ
年
ྸ
ü÷
ࡀ
ʹ
ͤ
·
Δ

省ަࠃ

ࣄ
ۀ
ऀ
ؒ
ͷ
ԕ
ִ
఺
ݺ

ड
ҕ
ୗ
੍
౓
を
ਖ਼
ࣜ
ӡ
༻

ఆ持ࡦ෺ྲྀΨΠυϥΠϯΛࡐ߯
続
可
能
な
Ｓ
Ｃ
Ｍ
構
築
・
効
率
化
へ

શτڠ

௞
ɾۚ労
働
時
間
ௐ
ࠪ
結
果

ト
ϥ
ỽ
Ϋ
ӡ
ૹ
ࣄ
ۀ
̎
̌
̎
̐
೥
౓
൛

༌ૹ਺ྔɺӡ௞ɾྉۚѱԽ
ਓࡐෆ଍ɺ෺Ձ্ঢΛ൓ө

શ
τ
ڠ

景況感調査
̓年̐ʙ６月ظ

೔ຊమ߯
࿈ɹɹໍ
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個々の実情に合わせ立案を

改正法は事故削減の効果も

ɹۀࣄ༻ࣗಈंނࣄௐࠪҕһձ͸ɺ����
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事
業
用
自
動
ं
事
ނ
調
ࠪ

ҕ
員
会
は
、
社
会
的
に
影
響

の
大
き
い
重
大
事
ނ
を
ର
象

に
、
事
ނ
要
Ҽ
を
分
ੳ
し
再

発
防
ࢭ
策
を
提
示
し
て
い
る
。

発
଍
か
ら
５
年
間
に
議
ܾ

し
た
重
要
調
ࠪ
の
事
ނ
は
、

①
過
労
運
転
に
よ
る
ډ
຾

り（
11
件
）、②
体
調
急
変
や

体
調
ෆ
良（
４
件
）、③
前
方

ෆ
஫
意（
わ
き
見
運
転
）（
６

件
）、
④
଎
度
௒
過
状
ଶ
で

走
行
す
る
セ
ϛ
ト
レ
ー
ラ
の

横
転（
４
件
）、ᶇ
प
囲
の
状

況
や
ੵ
み
ՙ
に
合
わ
せ
た
適

切
な
運
転
ૢ
作
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
発
生（
10
件
）の

大
き
く
５
つ
に
分
ྨ
で
き
た
。

さ
ら
に
、
ۈ
຿
実
ଶ
と
事

ނ
と
の
関
係
を
調
ࠪ
し
た
結

果
、
߆
ଋ
時
間
௒
過
・
深
夜

ૣ
朝
ۈ
຿
な
ど
ෆ
ن
ଇ
な
ۈ

の
提
出
と
定
期
報
告
が
ٛ
຿

付
け
ら
れ
る
。こ
れ
に
よ
り
、

商
慣
行
が
見
直
さ
れ
、
௕
時

間
の
ՙ
଴
ち
や
ܖ
約
に
な
い

ՙ
役
作
業
が
減
る
こ
と
が
期

଴
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
ド
ラ

イ
ό
ー
の
ෛ
担
軽
減
は
、
事

ނ
の
確
実
な
減
少
に
も
つ
な

が
る
。

適
ਖ਼
化
二
法
に
よ
り
ߋ
৽

制
が
導
入
さ
れ
、
適
ਖ਼
ݪ
価

を
伴
う
運
賃
が
収
受
で
き
る

こ
と
も
、
事
ނ
減
少
の
追
い

風
に
な
ろ
う
。
特
に
ߋ
৽
制

は
、
法
ྩ
を
९
守
し
な
い
事

業
者
を
ୀ
出
さ
せ
る
ૂ
い
も

あ
る
た
め
、
ѱ
՟
を
ۦ
ஞ
す

る
こ
と
が
重
大
事
ނ
を
減
ら

す
෭
次
的
な
ޮ
果
を
生
む
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

な
れ
ば
、
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
ࢮ
๢
事
ނ
は
再
び
減

少
に
向
か
う
に
ҧ
い
な
い
。

ɹ
ɹ（
ϥ
Π
λ
ồ

ᖒ
ా
੣
）

຿
は
、
過
労
運
転
に
よ
る
ډ

຾
り
事
ނ
の
約
50
％
、
前
方

ෆ
஫
意
事
ނ
の
約
40
％
に
֘

当
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
連
続
ۈ
຿
日
数
が

11
日
以
上
の
事
ނ
発
生
ൺ
཰

は
０
・
２
で
、
休
日
明
け
１

日（
発
生
ൺ
཰
０
・
06
）や

連
続
ۈ
຿
４
日（
同
０
・
09
）

に
ൺ
べ
、
௕
期
化
に
よ
り
事

ނ
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ

と
も
൑
明
し
た
。

主
な
再
発
防
ࢭ
策
と
し
て

次
の
５
つ
を
提
示
。「
①
運

転
者
自
身
の
݈
߁
状
ଶ
に
つ

い
て
気
軽
に
૬
ஊ
で
き
る
৬

場
؀
ڥ
の
੔
උ
」
と「
②
点

ݺ
に
お
け
る
࣬
ප
・
ർ
労
な

ど
の
状
況
報
告
、
ප
気
の
前

ஹ
の
೺
Ѳ
」
は
、
主
に
過
労

運
転
や
体
調
ෆ
良
に
よ
る
事

ނ
防
ࢭ
に
役
立
ち
、「
③
運

べ
て
の
事
ނ
パ
タ
ー
ン
に
当

て
は
ま
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
৽
た
な
再
発

防
ࢭ
策
と
し
て「
技
術
の
進

展
に
伴
う
༧
防
安
全
技
術

（
ি
ಥ
被
害
軽
減
ϒ
レ
ー
Ω

な
ど
）に
よ
る
ର
策
」「
シ
ー

ト
ϕ
ル
ト
ண
用
の
ప
ఈ
な
ど

被
害
軽
減
ର
策
」「
ं
྆
ނ
ো

な
ど
に
よ
り
高
଎
道
路
上
で

駐
ఀ
ं
し
た
場
合
の
安
全
ର

策
」を
ڍ
げ
た
。

こ
れ
ら
の
再
発
防
ࢭ
策
の

浸
ಁ
を
ਤ
る
た
め
、
事
業
用

自
動
ं
事
ނ
調
ࠪ
ҕ
員
会
の

事
຿
ہ
で
あ
る
交
通
事
ނ
૯

合
分
ੳ
セ
ン
タ
ー（
̞
̩
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ａ
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ܒ
発
コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開

す
る
と
と
も
に
、
時
代
の
変

化
に
応
じ
た
༧
防
安
全
技
術

や
、
安
全
運
転
支
ԉ
装
置
な

ど
を
ޮ
果
的
に
活
用
で
き
る

よ
う
、
機
器
メ
ー
Χ
ー
に
提

ݴ
し
て
い
く
と
い
う
。

示
さ
れ
た
再
発
防
ࢭ
策
を

み
る
と
、
プ
ロ
で
あ
る
運
送

事
業
者
と
し
て
は
基
本
中
の

基
本
で
あ
り
、
最
低
限
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

だ
と
い
え
る
。
一
方
、
物
ྲྀ

と
ひ
と
ޱ
に
い
っ
て
も
、
௕

ڑ
཭
や
ラ
ス
ト
ϫ
ン
マ
イ

ル
、
小
ޱ
഑
送
に
危
ݥ
物
輸

送
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
ଶ
が

存
在
し
、
地
域
に
よ
っ
て
も

状
況
は
ҟ
な
る
。
個
々
の
事

業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た

方
策
を
立
Ҋ
し
、
実
行
す
る

こ
と
が
事
ނ
の
࡟
減
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

物
ྲྀ
改
ਖ਼
法
に
よ
り
、
す

べ
て
の
ՙ
主
と
物
ྲྀ
事
業
者

に
物
ྲྀ
ޮ
཰
化
へ
の
౒
力
ٛ

຿
が
՝
さ
れ
、
来
年
４
月
か

ら
は
年
間
取
ѻ
՟
物
重
ྔ
９

万
Ἁ
以
上
の
特
定
ՙ
主（
約

３
２
０
０
社
）に
、
物
ྲྀ
ޮ

཰
化
の
た
め
の
中
௕
期
ܭ
画

転
者
ڭ
ҭ
の
充
実
」「
④
適
切

な
運
行
指
示
の
ప
ఈ
」「
ᶇ
安

全
運
転
支
ԉ
装
置
の
ී
及
と

ਖ਼
し
い
活
用
」
は
、
ほ
ぼ
す

ॏ
େ
事
ނ
の
ཁ
Ҽ
ͱ
࠶
ൃ
๷
ࢭ
ࡦ

施
と
実
ޮ
性
の
向
上
に
౒
め

る
こ
と
。

ᾋ
米
国
に
お
け
る
関
੫
ા

置
へ
の
ର
応
に
よ
っ
て
中
小

受
ୗ
事
業
者
へ
の
し
わ
د
せ

が
生
じ
な
い
よ
う
े
分
ཹ
意

す
る
こ
と
。

ᾌ
受
஫
者
に
根
拠
資
料
の

国
土
交
通
省
は
̔
月
１

日
、
ྩ
和
６
年
度
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ

事
ނ
防
ࢭ
ର
策
支
ԉ
ਪ
進
事

業
に
係
る
ิ
助
金
の
申
੥
受

付
を
Ԇ
௕
す
る
と
発
表
し
た
。

同
事
業
は
、
自
動
ं
運
送

事
業
に
お
け
る
交
通
事
ނ
防

提
出
を
ٻ
め
る
場
合
は
、
公

表
資
料（
最
低
賃
金
の
上
昇

཰
な
ど
）に
基
ͮ
く
も
の
と

し
、
受
஫
者
が
公
表
資
料
を

用
い
て
提
示
す
る
ر
๬
価
格

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
合
理

的
な
根
拠
が
あ
る
も
の
と
し

て
ଚ
重
す
る
こ
と
。

ࢭ
の
؍
点
か
ら
、
ઌ
進
安
全

自
動
（ं
Ａ
̨
Ｖ
）や
運
行

؅
理
の
高
度
化
に
資
す
る
機

器
の
導
入
な
ど
の
取
り
組
み

を
支
ԉ
す
る
た
め
、
要
件
を

満
た
し
た
事
業
者
に
ର
し
て

ิ
助
金
を
交
付
す
る
も
の
。

こ
の
う

ち
、
①
Ａ
̨

Ｖ
の
導
入
に

経
済
産
業
省

の「
݈
߁
経
営

༏
良
法
人
２
０

２
６
」（
認
定
事

຿
ہ
ʗ
日
本
経

済
৽
ฉ
社
）
認

定
申
੥
の
受
付

が
、
̔
月
18
日

か
ら
開
࢝
さ
れ

実
ફ
し
て
い
る
企
業
な
ど
が

社
会
的
に
ධ
価
さ
れ
る
؀
ڥ

੔
උ
を
目
的
と
し
た
認
定
制

度
で
、
日
本
݈
߁
会
議
が
認

定
を
行
う
。認
定
の
発
表
は
、

ྩ
和
̔
年
３
月
頃
を
༧
定
。

申
੥
は
、
加
入
し
て
い
る

保
ݥ
者（
ڠ
会
け
ん
Ά
の
各

都
道
府
県
支
部
、
݈
߁
保
ݥ

組
合
連
合
会
の
各
都
道
府
県

連
合
会
、国
保
組
合
な
ど
）が

実
施
し
て
い
る
݈
߁
宣
ݴ
事

業
へ
の
参
加
が
必
ਢ
で
、
認

定
要
件
は
、
①
経
営
理
೦
・

方
਑
、②
組
৫
体
制
、③
制

度・
施
策
実
行
、④
ධ
価・
改

ળ
、ᶇ
法
ྩ
९
守
・
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
自
主
申
告
）

の
大
߲
目
の
う
ち
15
以
上
の

ධ
価
߲
目
で
審
ࠪ
さ
れ
る
。

中
小
ن
໛
法
人
部
໳
に
つ

い
て
は
、
認
定
申
੥
ॻ
に
基

ͮ
き
認
定
す
る
と
と
も
に
、

「
ϒ
ラ
イ
ト
５
０
０
」（
上
Ґ

５
０
０
法
人
）、「
ネ
ク
ス
ト

ϒ
ラ
イ
ト
１
０
０
０
」（
上
Ґ

５
０
１
Ỗ
１
５
０
０
Ґ
の
法

人
）の
認
定
が
行
わ
れ
る
。

な
お
、
大
ن
໛
法
人
部
໳

は
、
݈
߁
経
営
度
調
ࠪ
ථ
に

基
ͮ
き
認
定
す
る
と
と
も

に
、
上
Ґ
法
人
は「
ホ
ϫ
イ

ト
５
０
０
」
と
し
て
認
定
さ

れ
る
ほ
か
、「
݈
߁
経
営
໏

ฑ
」
が
選
定
さ
れ
る
。
大
ن

໛
法
人
部
໳
の
受
付
期
間
は

10
月
10
日
午
後
５
時
ま
で
。

ৄ
細
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
参
照
。

全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
は
こ
の
た

び
、厚
生
労
働
省
、

全
国
݈
߁
保
ݥ

ڠ
会（
ڠ
会
け
ん

Ά
）、
݈
߁
保
ݥ

組
合
連
合
会（
݈

保
連
）の
連
名
で
、

ド
ラ
イ
ό
ー
の
݈

߁
ͮ
く
り
の
た
め

の
ܒ
発
ν
ラ
シ

（
ୈ
２
弾
）を
作

経
営
」（
ࣸ
ਅ
᷁
）「
メ
ン
タ
ル

ϔ
ル
ス
ෆ
調
は
身
近
な
問
୊

で
す
ʂ
」（
ࣸ
ਅ
᷀
）の
２
छ

ྨ
。
こ
れ
ま
で
、「
い
い
仕

事
は
շ
適
な
ਭ
຾
か
ら
」「
運

転
中
だ
け
た
ば
こ
を
お
休
み

し
て
み
ま
せ
ん
か
ʁ
」
の
２

छ
ྨ
の
ν
ラ
シ
を
作
成
し
て

お
り
、
す
べ
て
の
ν
ラ
シ
は

全
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
΢
ン
ロ
ー
ド
が
Մ
能
。

全
ト
ڠ
は
会
員
事
業
者
に

お
い
て
、
現
在
活
༂
し
て
い

る
ド
ラ
イ
ό
ー
一
人
ひ
と

り
が
݈
߁
で
、
௕
く
働
き
続

け
ら
れ
る
よ

う
、
ド
ラ
イ

ό
ー
の
݈
߁

増
進
と
過
労

ࢮ
౳
・
݈
߁

起
Ҽ
事
ނ
防

ࢭ
に
向
け
、

ν
ラ
シ
の
活

用
を
ٻ
め
て

い
る
。今
後
、

݈
߁
ͮ
く
り

ܒ
発
ν
ラ
シ

を
２
छ
ྨ
作

成
し
、
ॱ
次

公
表
す
る
༧

定
。

東
京
商
工
会
議

所
は
７
月
25
日
、

東
京
都
か
ら
九
都

県
市
ट
೴
会
議
で

と
り
ま
と
め
た

「
中
小
企
業
の
持

続
的
な
賃
上
げ
実

現
に
向
け
た
価
格

転
嫁
の
円
׈
化
」

に
つ
い
て
の
ڠ
力

ґ
པ
を
受
け
、
会

員
企
業
に
理
解
と

ڠ
力
を
ٻ
め
た
。

要
੥
事
߲
は
次
の

通
り
。

ᾇ
サ
プ
ラ
イ
ν

ỻ
ー
ン（
̨
̘
̢
）

全
体
で
の
ڞ
存
ڞ

ӫ
が
持
続
的
な
成

௕
に
ෆ
Մ
ܽ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
中

小
企
業
౳
が
持
続
的
な
賃
上

げ
を
実
現
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
理
解
し
、
̨
̘
̢
全
体

で
適
切
な
価
格
転
嫁
へ
の
ର

応
を
行
う
こ
と
。

ᾈ
中
小
企
業
౳
の
取
引
؀

ڥ
の
適
ਖ਼
化
の
た
め
、
発
஫

者
側
か
ら
定
期
的
な
価
格
ڠ

議
の
場
を
設
け
る
と
と
も

に
、
中
小
受
ୗ
事
業
者
か
ら

要
੥
が
あ
っ
た
際
に
は
、
交

ব
の
テ
ー
ϒ
ル
に
ண
き
、
価

格
ڠ
議
に
ର
し
て
ੵ
極
的
な

ର
応
を
行
う
こ
と
。

ᾉ
労
຿
費
ݪ、
ࡐ
料
価
格
、

エ
ネ
ル
Ϊ
ー
コ
ス
ト
౳
の

コ
ス
ト
の
上
昇
分
の
取
引
価

格
へ
の
൓
映
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
価
格
の
交
ব
の
場
に

お
い
て
明
示
的
に
ڠ
議
す
る

こ
と
な
く
、
従
来
ど
お
り
に

取
引
価
格
を
ਾ
え
置
く
こ
と

は
、
ങ
い
た
た
き
に
֘
当
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
े

分
ཹ
意
す
る
こ
と
。

ᾊ
取
引
ઌ
と
の
ڞ
存
ڞ
ӫ

や
取
引
৚
件
の
し
わ
د
せ
防

ࢭ
に
向
け
て
、「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
ݴ
」
の
実

ର
す
る
支
ԉ（
ं
ྠ
୤
落
༧

ஹ
ݕ
知
装
置
）、
②
運
行
؅

理
の
高
度
化
に
ର
す
る
支
ԉ

（
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
ܭ
）

―
―
に
つ
い
て
、
申
੥
受
付

期
間
を
ྩ
和
̔
年
１
月
30
日

ま
で
Ԇ
௕
す
る
。

ิ
助
事
業
の
ৄ
細
は
、
同

ิ
助
金
事
຿
ہ
申
੥
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
参
照
。

た
。
申
੥
は
、「
Ａ
̘
̩
̞

̤
̣
ʂ
݈
߁
経
営
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
か
ら
行
う
。
中
小

ن
໛
法
人
部
໳
の
受
付
期
間

は
10
月
1þ
日
午
後
５
時
ま
で
。

従
業
員
な
ど
の
݈
߁
؅
理

を
経
営
的
な
視
点
で
考
え
、

݈
߁
の
維
持
・
増
進
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
戦
ུ
的
に

成
し
た（
Ａ
４
൑
表
ཪ
）。

今
回
の
ν
ラ
シ
は
、「
も

う
は
じ
め
て
い
ま
す
か
݈
߁

υϥΠόʔͷ݈ͮ͘߁Γ΁

ܒ
ൃ
ν
ラ
γ
ୈ
̎
஄
࡞
੒

શ
τ
ڠ

Ӧ༏ྑ๏ਓ੍౓ܦ߁݈
ʮ̎̌ ̎̒ ʯೝఆਃ੥ ল࢈ܦ

ͳɹͲ

தখا業の࣋ଓతͳ௞্࣮͛ݱΛ౦
঎

ủ
ࣄ
ނ
๷
ࢭ
ର
ࡦ
ࢧ
ԉ
ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ
Ứิ
ॿ
ۚ

８
年
̍
݄
ú÷
೔
·
Ͱ
Ԇ
௕

ड
෇
ظ
ؒ
ø÷
݄
øþ
೔
·
Ͱ

ࠃ
ަ
省
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̐
೔

出
൛
・
印
࡮
・
製
本
・

取
次
ઐ
໳
部
会
日
本
ࡶ
ࢽ

ڠ
会
物
ྲྀ
ҕ
員
会
と
の
࠙

਌
会

̒
೔

九
都
県
市
合
同
防
災

̏
೔
 

11
時
ử
ঁ
性
部
ਖ਼

෭
本
部
௕
会
議（
東
ト
૯

合
会
館
）
˝
12
時
ử
同
װ

事
会（
同
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

˝
14
時
ử
同
交
通
安
全
ݚ

म
会（
東
ト
૯
合
会
館
）

̐
೔
 

14
時
ử
運
輸
安
全

ҕ
員
会（
東
ト
૯
合
会
館

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

̑
೔
 

14
時
ử
ト
ラ
ッ
ク

フ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤
２

０
２
５
支
部
説
明
会（
東

ト
૯
合
会
館
ʗ
̬
̴
̱
ซ

用
）
˝
15
時
ử
同
実
行
プ

ロ
ジ
ỻ
ク
ト
ϫ
ー
Ω
ン
グ

グ
ル
ー
プ
会
議（
同
）

ø÷
೔
 

14
時
ử
鉄
߯
ઐ
໳

【
８
月
１
〜
øü
日
】

【
９
月
１
〜
øü
日
】

部
会
役
員
会（
東
ト
૯
合

会
館
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）
˝

16
時
ử
物
ྲྀ
経
営
࢜
՝
ఔ

ୈ
25
期
म
ྃ
式（
東
ト
૯

合
会
館
）
˝
16
時
40
分
ử

同
म
ྃ
記
೦
パ
ー
テ
ィ
ー

（
同
）

øø
೔
 

13
時
30
分
ử
海
上

コ
ン
テ
ナ
ઐ
໳
部
会
業
຿

ҕ
員
会（
大
井
４
߸
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ϛ
ナ
ル
）
˝
15
時

ử
ਖ਼
෭
会
௕
会（
東
ト
૯

合
会
館
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

øù
೔
 

13
時
ử
関
東
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
事
業
者
大
会

（
ラ
イ
ト
Ω
ỿ
ー
ϒ
Ӊ
都

宮
）

øû
೔
 

ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス

タ
̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２

５（
代
々
໦
公
園
）

訓
練
ʗ
ઍ
༿
市
コ
ー
ス
˜

ロ
ジ
ݚ
ਖ਼
෭
本
部
௕
会
議

˜
同
表
জ
受
৆
者
を
ॕ
う

会
̓
೔

九
都
県
市
合
同
防
災

訓
練
ʗ
࡛
ۄ
県
コ
ー
ス
˜

੫
制
金
༥
ҕ
員
会

̔
೔

ॳ
೚
運
転
者
特
別
ߨ

習

ừ
ઍ
୅
ా
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
式
会
社
商
ધ
ࡾ
井
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
ử
ઍ
代
ా
۠
外

神
ా
１
の
18
の
13
秋
༿
ݪ
ダ

イ
ビ
ル
11
階
˜
ὸ
03
・
６
̔

６
６
・
７
３
０
１
˜
一
ൠ
՟

物
運
送
、ར
用
運
送

ừ
ਂ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
式
会
社
੢
川
ڵ
業
ử

ߐ
東
۠
ࠤ
լ
２
の
６
の
５
˜

ὸ
03
・
５
６
２
０
・
１
１
７

̔
˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
ී
通

ं
５
台
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

７
月
分

ˑελϯυ ฏۉ ��134�5円
ˑϩʔϦʔ ฏۉ ��124�6円
ˑݩചΓൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ ��132�0円
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ ��130�3円

東
京
都

ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
は
̔

月
６
・
７

日
、
20
日
、
ୈ
46

回
九
都
県
市
合
同

防
災
訓
練（
װ
事

都
県
市
・
さ
い
た

ま
市
）に
参
加
。

東
京
都
と
合
同
で

実
施
し
、
九
都
県

市
間
で
ຖ
年
実
施

し
て
い
る
も
の

で
、
災
害
発
生
時

の
広
域
的
な
救
ԉ

物
資
の
ۓ
急
輸
送

訓
練
に
、
多
ຎ
支
部（
ּ
ݪ

史
ٱ
支
部
௕
）か
ら
３
日
間

合
ܭ
２
Ἁ
ं
６
台
、
本
部
・

支
部
人
員
ड़
べ
12
人
が
出
動

し
た
。

訓
練
は
、
ट
都
ݍ
で
直
下

型
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想

定
で
、
都
の
要
੥
を
受
け
た

多
ຎ
支
部
か
ら
輸
送
ୂ
が
出

動
。
都
の
救
助
物
資
උ
஝
૔

庫・多
ຎ
広
域
防
災
૔
庫（
立

川
市
）で
、「
救
ԉ
物
資
輸
送

ं
」
の
大
型
シ
ー
ル
を
ష
付

し
た
２
Ἁ
ं
に
救
ԉ
物
資

（
７
年
保
存
米
ค
ク
ッ
Ω
ー
）

を
ੵ
み
ࠐ
ん
だ
。

都
の
担

当
者
か
ら

東
ト
ڠ
ઍ
代
ా

支
部（
ా
中
හ
೭

支
部
௕
）と
中
央

支
部（
ᖒ
幡
३
支

部
௕
）、
ߓ
支
部

（
ࡔ
ా
生
子
支
部

௕
）は
̔
月
19
日
、

中
央
۠
の
ۜ
࠲
ϒ

ロ
ッ
サ
ム
で
、「
オ

ン
デ
マ
ン
ド
に
よ

る
運
行
؅
理
者
౳

指
導
ߨ
習
説
明

会
」を
開
催
し
た
。

指
示
を
受
け
、
輸
送
ୂ
は
災

害
時
の
指
定
ۓ
急
輸
送
路
を

通
行
し
、６
日
は
ઍ
༿
市
コ

ー
ス
ʗ
ઍ
༿
市
役
所
本
庁

ࣷ
１
階
ま
で
、７
日
は
࡛
ۄ

県
コ
ー
ス
ʗ
ア
ス
Χ
ル
幸
手

幸
手
市
民
文
化
体
ҭ
館（
幸

手
市
）ま
で
、
20
日
は
川
࡚

市
コ
ー
ス
幸
۠
役
所
道
路
公

園
セ
ン
タ
ー（
川
࡚
市
）ま

で
そ
れ
ぞ
れ
輸
送
、
救
ԉ
物

資
を
引
き
౉
し
た
。

̔
月
29
日
に
は
、
さ
い
た

ま
市
コ
ー
ス
、
横
浜
市
コ
ー

ス
、
૬
໛
ݪ
市
コ
ー
ス
、
９

月
12
日
に
は
神
ಸ
川
県
コ
ー

ス
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
救
ԉ

物
資
輸
送
訓
練
を
実
施
す
る
。

開
催
に
当
た
り
、
ᖒ
幡
中

央
支
部
௕
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
法
定
と
な
っ
て
い
る
運
行

؅
理
者
ߨ
習
の
受
ߨ
に
ۤ
労

し
て
い
る
事
業
者
が
い
る

中
、
物
ྲྀ
の
２
０
２
４
年
問

୊
へ
の
ର
応
で
、
事
業
所
や

自
୐
に
い
な
が
ら
、
ߨ
習
会

が
受
ߨ
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ߨ
習
は
࢝

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
会

員
事
業
者
の
օ
様
に
৘
報
を

提
供
す
る
た
め
、
ߨ
習
を
実

施
し
て
い
る
担
当
者
な
ど
か

ら
説
明
を
受
け
ら
れ
る
。
限

ら
れ
た
時
間
で
は
あ
る
が
、

ษ
強
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
ड़
べ
た
。

説
明
会
で
は
、
ヤ
マ
ト
・

ス
タ
ッ
フ
・
サ
プ
ラ
イ
事
業

戦
ུ
部
マ
ネ
ー
ジ
Ỿ
ー
の
຤

Ԭ
ѥ
໼
ࢯ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
運
行
؅
理
者
な
ど
指

導
ߨ
習
の
֓
要
に
つ
い
て
解

説
。຤

Ԭ
ࢯ
は
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
た
̥
̘

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
使
っ
て
受
ߨ
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ߨ
習
で

は
、
഑
৴
期
間
内
で
あ
れ
ば

い
つ
で
も
޷
き
な
時
間
・
場

所
で
、
Կ
回
で
も
受
ߨ
が
Մ

能
で
、
働
き
方
改
ֵ
関
連
法

へ
の
ର
応
や
、
時
間
の
有
ޮ

活
用
が
で
き
る
」
と
説
明
し

た
。受

ߨ
に
は
、
受
ߨ
者
ొ
録

と
໔
許
ূ
な
ど
の
本
人
認
ূ

ॻ
ྨ
が
必
要
で
あ
り
、
受
ߨ

中
の
ډ
຾
り
や
్
中
ୀ
出
、

人
の
入
れ
ସ
え
な
ど
を
ν
ỻ

ッ
ク
し
、
確
実
な
受
ߨ
を
担

保
す
る
だ
け
で
な
く
、
Կ
度

も
視
ௌ
す
る
こ
と
で
、
ߨ
習

内
容
の
理
解
を
深
め
、
業
຿

に
൓
映
で
き
る
と
ड़
べ
た
。

ར
用
に
当
た
っ
て
の
手
ॱ

の
ほ
か
、
஫
意
点
と
し
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
ܾ
済
の
み
で
、

運
行
؅
理
者
手
ா
の
発
行
は

行
わ
ず
、
受
ߨ
म
ྃ
後
に
म

ྃ
ূ
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
発
行
さ
れ
る
と
説

明
し
た
。

ま
た
、
東
ト
ڠ
業
຿
部
交

通
・
؀
ڥ
̜
の
᛹
川
ୡ
໵
෭

参
事
が
、
運
行
؅
理
者
一
ൠ

ߨ
習
受
ߨ
料
助
成
の
申
੥
手

ॱ
に
つ
い
て
説
明
。

᛹
川
ࢯ
は
、
東
ト
ڠ
で
は

１
人
当
た
り
３
２
０
０
円
、

１
会
員
事
業
者
に
つ
き
支

部
ొ
録
台
数
分（
上
限
10
人
）

を
助
成
す
る
と
説
明
し
、
ར

用
を
ݺ
び
か
け
た
。

東
ト
ڠ
は
、
ト

ラ
ッ
ク
運
転
者
な

ど
の
݈
߁
؅
理
を

ప
ఈ
し
、
݈
߁
起

Ҽ
事
ނ
を
防
ࢭ
す

る
た
め
、
定
期
݈

߁
਍
அ
の
受
਍
ప

ఈ
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
各
支
部
で

の
集
ஂ
݈
਍
と
あ

わ
せ
て
、
本
部
集
ஂ
݈
਍
を

行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
10
月
18
・
19

日
、ྩ
和
７
年
度
ୈ
２
回「
本

部
集
ஂ
݈
਍（
定
期
݈
਍
）」

を
実
施
す
る
。

受
਍
ର
象
は
、
東
ト
ڠ
会

員
事
業
所
に
所
ଐ
す
る
従
業

員
。定
期
݈
਍
߲
目
の
ほ
か
、

選
୒
߲
目
と
し
て
、
؟
ఈ
ݕ

ࠪ
・
大
௎
が
ん
ݕ
਍
の
受
਍

が
Մ
能
。
さ
ら
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ϫ
ク
ν
ン
の
接
छ

も
Մ
能
と
な
っ
て
い
る（
ݕ

਍
日
྆
日
あ
わ
せ
て
ઌ
ண
50

人
）。受਍

申
し
ࠐ
み
期
間
は
、

９
月
２
日
ま
で（
受
਍
࿮
に

空
き
が
あ
る
場
合
、
申
ࠐ
期

間
以
降
も
受
け
付
け
る
）。

受
਍
申
し
ࠐ
み
は
ݪ
ଇ
と

し
て
ද
の
通
り
、
２
日
間
合

ܭ
で
10
の
時
間
帯
別
に
ઌ
ண

ॱ
で
受
け
付
け
る
。
定
員
は

時
間
帯
別
に
各
40
人（
ᶈ
の

み
20
人
）、
各
時
間
帯
に
つ

き
１
事
業
者
10
人
ま
で
と
す

る
。申

し
ࠐ
み

は
、
東
ト
ڠ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
申
ࠐ
フ
ォ

ー
ム
」か
ら
行
う
。

会
場
は
東
ト
૯
合
会
館

で
、
受
付
は
１
階
ロ
ビ
ー
で

行
う
。

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

の
݈
߁
起
Ҽ
事
ނ
防

ࢭ
の
た
め
に
は
、
定

期
݈
਍
の
受
਍
な
ど

に
よ
り
適
切
な
݈
߁

؅
理
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
東
ト
ڠ
で
は
受

਍
費
用
の
一
部
助
成

を
１
人
当
た
り
２
０

０
０
円
に
ഒ
増
す
る

な
ど
、
受
਍
ప
ఈ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
交
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

東
ト
ڠ
と
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
は
10
月
９
日
、
ྩ

和
７
年
度「
݈
߁
؅
理
セ
ϛ

ナ
ー
Ỗ
改
గ
൛ứ
݈
߁
起
Ҽ

事
ނ
防
ࢭ
マ
ニ
ỿ
ア
ル
Ừ
と

݈
߁
経
営
の
解
説
に
つ
い
て

Ỗ
」を
開
催
す
る
。

時
間
は
午
後
１
時
30
分
Ỗ

４
時
、
会
場
は
東
ト
૯
合
会

館
７
階
大
会
議
室
。

受
ߨ
ର

象
は
、
東

ト
ڠ
会
員

事
業
者
の
経
営
者・؅
理
者・

૯
຿
担
当
者
な
ど
。
定
員
は

ઌ
ண
þ0
人（
１
社
２
人
ま
で

ʗ
定
員
に
な
り
次
ୈ
、
క
め

切
る
）。

ߨ
ࢣ
は
、
ϔ
ル
ス
έ
ア
ネ

ッ
ト
ϫ
ー
ク（
̤
̘
̝
̞
̨
）

の
保
݈
ࢣ
・
黒
ా
ӻ
子
ࢯ
と

経
済
産
業
省
担
当
者
お
よ
び

݈
߁
経
営
༏
良
法
人
認
定
事

຿
）ہ
日
本
経

済
৽
ฉ
社
）
担

当
者
。

セ
ϛ
ナ
ー
で

は
、
全
ト
ڠ
が

作
成
し
た
改
గ

൛ứ
݈
߁
起
Ҽ

事
ނ
防
ࢭ
マ
ニ

ỿ
ア
ル
Ừ
に
基

ͮ
き
、
定
期
݈

߁
਍
அ
の
結
果

か
ら
ϋ
イ
リ
ス
ク
者
を
見
つ

け
、
確
実
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
す
る
手
法
に
つ
い
て
解

説
。
ま
た
、
݈
߁
経
営
に
つ

い
て
も
あ
わ
せ
て
各
担
当
者

が
説
明
す
る
。

受
ߨ
申
し
ࠐ
み
は
９
月
30

日
ま
で
。
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ「
セ
ϛ
ナ
ー
৘
報
」
ܝ

ࡌ
の
開
催
Ҋ
内「
申
ࠐ
み
フ

ォ
ー
ム
」か
ら
申
し
ࠐ
む
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
交
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

な
お
、̔
月
30
日
、ྩ
和
７

年
度
東
京
都
・
Ӌ
ଜ
市
・
日

の
出
町
合
同
૯
合
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
༧
定
で
、
救
ԉ

物
資
輸
送
訓
練
や
ۓ
急
輸
送

現
地
本
部
訓
練
な
ど
を
行
う
。

東
ト
ڠ
ۓ
急
輸
送
シ
ス
テ

ム
ݕ
౼
ҕ
員
会（
ࡾ
ଜ
Ғ
一

࿠
ҕ
員
௕
）で
は
、
各
訓
練

を
通
じ
て
、
実
際
の
災
害
発

生
時
に
ਝ
଎
な
ର
応
が
行
え

る
よ
う
、
作
業
マ
ニ
ỿ
ア
ル

の
੔
උ
や
ޮ
཰
化
の
た
め
に

ݕ
౼
を
進
め
て
お
り
、６
年

１
月
に
発
生
し
た
能
ొ
൒
島

地
震
で
は
、
都
内
各
地
か
ら

ड़
べ
44
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
出

動
し
た
。

東
ト
ڠ
物
ྲྀ

੓
策
ҕ
員
会

（
ࡾ
ଜ
Ғ
一
࿠

ҕ
員
௕
）で
は
、

「
ඪ
準
的
運
賃

の
活
用
状
況
に

関
す
る
ア
ン
έ

ー
ト
」
を
期
間

を
Ԇ
௕
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

多
く
の
会
員
事
業
者
の
օ
様

か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
、

厚
く
ޚ
ྱ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ίʔスʣࢢΈʢઍ༿ࠐΛੵΈࢿԉ෺ٹ

ଟຎ޿Ҭ๷ࡂ૔͔ݿΒग़ಈʢ࡛ݝۄίʔスʣ

༌ૹୂ͕໨త地·Ͱ૸ߦʢ川࡚ࢢίʔスʣ

˗ ݈਍։࠵೔時 ˗

1�月1�೔ʢ౔ʣ 1�月1�೔ʢ೔ʣ
ᶃ   ̔   時��෼ʙ  ̕   時��෼ ᶉ   ̔   時��෼ʙ  ̕   時��෼

ᶄ   ̕   時��෼ʙ1�時��෼ ᶊ   ̕   時��෼ʙ1�時��෼

ᶅ 1�時��෼ʙ11時��෼ ᶋ 1�時��෼ʙ11時��෼

ᶆ 11時��෼ʙ12時��෼ ᶌ 11時��෼ʙ12時��෼

ᶇ 1�時��෼ʙ1�時��෼ ˞ਃ͠ࠐみ͸原ଇ、時ؒଳผͱ͠、
ᶃʙᶌの͍ͣれかの࿮かΒબ
୒ɻఆһ͸֤時ؒଳͱも��ਓ、
ᶈのみ2�ਓɻᶈ 1�時��෼ʙ1�時��෼

౦τڠଟ
ຎ
ࢧ
෦
͔
Β
ग़
ಈ

九都県市合同防災訓練に参加

10
月
1�
ɾ
1�
日
࣮
ࢪ

ड
෇
̕
月
̎
日
ま
で

݈਍݁ՌϑΥϩʔΞοϓ
ӦΛςʔϚにղઆܦ߁݈

݈
߁
؅
ཧ
η
ϛ
φ
ー

౦
τ
ڠ

શ
τ
ڠ

౦τڠ
ୈ̎ճ本部集団健診

౦ τ ڠ
ୈ ϒ̍ϩοΫ 千代田・中央・港支部

ӡ
؅
Φ
ϯ
σ
Ϛ
ϯ
υ
ߨ
श
આ
໌
ձ

๏
ఆ
ɾ
ಇ
͖
ํ
վ
ֵ
ର
Ԡ

標準的運賃の活用状況に
関するアンケート御礼

౦
τ
ڠ
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日
Ừ
ࣇ
ಐ
ֆ
画
作
඼
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
実
施
に
伴
い
、
都

内
の
小
学
生
を
ର
象
に
応
ื

作
඼
を
ื
集
し
て
い
る
。

今
年
度
も
、
多
く
の
小
学

生
に
応
ื
し
て
も
ら
う
た

め
、
都
内
小
学
ߍ
に
഑
布
・

ܝ
示
さ
れ
て
い
る
壁
৽
ฉ

ứ
フ
ォ
ト
ニ
ỿ
ー
ス
Ừ（
７
月

４
日
増
ץ
߸
）に
、
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
役
割
に

関
す
る
記
事
を
ອ

画
で
ܝ
ࡌ
。

ອ
画
で
は
、
෕
਌
が
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
ό
ー
と
い
う
設

定
。
Ո
଒
ཱྀ
行
中
に
、
່
に

৽
װ
ઢ
の
ं
྆
が
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
、
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
Ϟ
ϊ
を
運
ん
で
い
る
こ

東
ト
ڠ
は
、
ྩ
和
７
年
度

「ứ
10
月
９
日
ト
ラ
ッ
ク
の

ܝ
ࡌ
し
て
い
る
。

ֆ
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
が
エ
ッ
セ

ン
シ
Ỿ
ル
事
業
と
し
て
、
生

活
と
経
済
を
支
え
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
業
ք
で
交
通
事
ނ

の
防
ࢭ
や
地
ٿ
؀
ڥ
の
保
全

に
౒
め
て
い
る
こ
と
を
、
広

く
社
会
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
。

ừ
実
施
要
領
Ử

ʓ
ื
集
期
間
ử
９
月
12
日

ま
で（
必
ண
）

ʓ
応
ื
資
格
ử
都
内
小
学

ߍ
に
在
੶
ま
た
は
都
内
に
ډ

住
す
る
小
学
生

ʓ
ื
集
作
඼
テ
ー
マ
ử

「
安
全
な
ト
ラ
ッ
ク
」「
؀
ڥ

に
や
さ
し
い
ト
ラ
ッ
ク
」「
働

く
ト
ラ
ッ
ク
」「
ະ
来
の
ト
ラ

ッ
ク
」

東
ト
ڠ
は

こ
の
ほ
ど
、

「
ト
ラ
ッ
ク

フ
ỻ
ス
タ

̩
̤
̠
̮
̤

２
０
２
５
Ỗ

਌
子
で
体

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

こ
の
ほ
ど
、
ब
৬
を
ݕ
౼
し

て
い
る
高
ߍ
生
な
ど
学
生
向

け
に
、
ト
ラ
ッ
ク
業
ք
の
仕

事
内
容
や
ັ
力
を
紹
介
し
た

東
ト
ڠ
は
９
月

１
日
か
ら
、
ୈ
26

期
物
ྲྀ
経
営
࢜
՝

ఔ
の
受
ߨ
生
を
ื

集
す
る
。
申
し
ࠐ

み
期
間
は
10
月
20

日
ま
で（
ຊ
߸
ʹ

ื
ू
ν
ϥ
γ
Λ
ಉ

෧
）。

報
を
見
い
だ
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
ν
Ỿ
ン
ス
を
つ
か
む
能
力

が
高
ま
る
、
ᶇ
ઐ
໳
ߨ
ࢣ
ਞ

に
よ
り
、
経
営
の
基
ૅ
か
ら

物
ྲྀ
の
方
向
性
ま
で
幅
広
い

知
ࣝ
が
学
べ
る
―
―
な
ど
。

今
期
の
開
ߨ
式
は
11
月
５

日
に
行
わ
れ
る
。

ื
集
要
ྖ
は
次
の
通
り
。

ừ
受
講
資
格
Ử
東
ト
ڠ
お

よ
び
関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の

会
員
事
業
者
の
役
員
ま
た
は

社
員
で
、
経
営
؅
理
৬
の
経

験
３
年
以
上
、
も
し
く
は
こ

Χ
ー
が
ϒ
ー
ス
を
出
展
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
छ
ྨ
の
ト
ラ
ッ

ク
が
ฒ
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、

෮
ڵ
支
ԉ
と
し
て
能
ొ
出
張

朝
市
が
開
か
れ
、
地
元
の
名

産
඼
の
紹
介
・
ൢ
ച
も
行
わ

れ
る
。

一
方
、
メ
イ
ン
エ
リ
ア
と

な
る
イ
ϕ
ン
ト
広
場
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
を
体
験
で
き

る
৬
業
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
は

じ
め
、
自
Ӵ
ୂ
の
災
害
೿
ݣ

ं
྆
や
、
東
ト
ڠ
の
救
ԉ
物

資
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
展

示
を
行
い
、
被
災
地
の
෮
ڵ

支
ԉ
な
ど
業
ք
の
取
り
組
み

を
ア
ϐ
ー
ル
す
る
。

ま
た
、
今
回
の
フ
ỻ
ス
タ

で
は
、支
部
ϒ
ロ
ッ
ク
な
ど
、

ෳ
数
支
部
に
よ
る
ϒ
ー
ス
を

出
展
。
そ
の
ほ
か
の
支
部
も

本
部
企
画
の
支
ԉ
な
ど
、
本

部
・
支
部
が
一
体
と
な
り
、

フ
ỻ
ス
タ
を
運
営
す
る
。

験

安
全
と
؀
ڥ
Ỗ
」
の

開
催
に
向
け
て
、
会
員
事

業
者
か
ら
の
ڠ
ࢍ
を
ݺ
び

か
け
て
い
る
。

今
年
の
フ
ỻ
ス
タ
は
９

月
14
日
、
ौ
୩
۠
・
代
々

໦
公
園
で
開
催
す
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
全
会
員
に
ର

し
て
、
水
野
ޭ
会
௕
と
フ

ỻ
ス
タ
実
行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
・
森
本
উ
໵
෭
会

௕
の
連
名
で
要
੥
文
ॻ
を
発

出
し
、
ڠ
ࢍ
へ
の
ڠ
力
を
ٻ

め
て
い
る
も
の（
ຊ
߸
ʹ
Ҋ

಺
ν
ϥ
γ
ɾ
ڠ
ࢍ
の
ཁ
੥
จ

ॻ
Λ
ಉ
෧
）。

開
催
に
当
た
り
、
交
付
金

会
ܭ
と
一
ൠ
会
ܭ
で
の
取
り

組
み
を
有
機
的
に
連
ܞ
し
て

運
営
し
て
い
る
が
、
ࡢ
今
の

ڠ
会
の
ࡒ
੓
状
況
か
ら
、
会

員
事
業
者
に
ର
し
て

イ
ϕ
ン
ト
開
催
の
झ

ࢫ
に
ࢍ
同
を
ٻ
め
、

今
年
度
も
ڠ
ࢍ
金
を

ื
る
こ
と
と
し
た
。

ڠ
ࢍ
金（
１
ޱ
５

０
０
０
円
か
ら
）の

申
し
ࠐ
み
は
、
東
ト

ڠ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ

ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２

５
」
会
員
ڠ
ࢍ
申
し
ࠐ
み
フ

ォ
ー
ム
か
ら
Մ
能
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
交
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
̔
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
̩
Ｒ
̮
ʂ

̩
Ｒ
̪
̘
̠
��
̩
Ｒ
Ａ
̣
̨

̥
̤
Ｒ
̩
���
」（
２
０
２
５
年

൛
、ࣸ
ਅ
）を
作
成
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割

や
、
ド
ラ
イ
ό
ー
の

仕
事
内
容
と
１
日
の

仕
事
の
ྲྀ
れ
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
໔

許
制
度
を
解
説
し
た

ब
৬
ガ
イ
ド
な
ど
を

ܝ
ࡌ
。

な
お
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
、
全
国
の
高

౳
学
ߍ
・
ઐ
໳
学
ߍ

な
ど
に
഑
布
し
て
い

る
。

受
ߨ
の
メ
リ

ッ
ト
は
、
①
म

ྃ
後
の
ࢼ
験
合
格
で
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会「
物
ྲྀ
経
営

࢜
」
に
認
定
、
②
受
ߨ
生
同

࢜
の
グ
ル
ー
プ
౼
議
な
ど

を
通
じ
て
、
視
野
の
拡
大
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
、
③
௕
期
ݚ
म
を
通

じ
、
受
ߨ
生
同
࢜
の
ώ
ỿ
ー

マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ϫ
ー
ク
が
構

築
で
き
、
こ
れ
ま
で
ഐ
出
し

た
７
０
０
人
以
上
の
物
ྲྀ
経

営
࢜
と
の
ώ
ỿ
ー
マ
ン
・
ネ

ッ
ト
ϫ
ー
ク
が
大
き
く
広
が

る
、
④
い
ち
ૣ
く
有
ޮ
な
৘

催
者
あ
い
さ
つ
な
ど
に
続

き
、
一
ൠ
都
民
に
向
け
て
業

ք
の
交
通
安
全
・
؀
ڥ
保
全

の
宣
ݴ
、「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
ό
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
最
༏

ल
者
৆
」
と「
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト（
̜
Ｅ

̥
）ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
༏
ल

৆
」の
各
表
জ
式
を
行
う
。

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
ऴ

れ
に
準
ず
る
者
。こ
の
ほ
か
、

会
௕
が
特
に
認
め
た
者

ừ
募
集
定
員
Ử30
人

ừ
研
修
期
間
Ử
約
10
か
月

（
11
月
５
日
Ỗ
̔
年
７
月
22

日
）。
त
業
時
間
は
૯
ܭ
１

０
６
時
間

ừ
受
講
日
・
時
間
Ử一
ൠ
ߨ

（ٛ
東
ト
૯
合
会
館
）
ʗ
ݪ

ଇ
と
し
て
、
ຖ
水
༵
日
午
後

１
時
30
分
Ỗ
５
時
45
分（
変

ߋ
の
場
合
あ
り
）。

こ
の
ほ
か
、॓
ധ
ݚ
म（
１

ധ
２
日
）２
回（
11
月
と
来
年

６
月
༧
定
）

ừ
受
講
料
Ử
東
ト
ڠ
・
関

ト
ڠ
会
員
の
役
員
お
よ
び
そ

の
社
員
ử
35
万
円
˜
そ
の
ଞ

の
者
ử
40
万
円（
い
ず
れ
も

੫
ࠐ
み
）

ừ
申
し
込
み
方
法
Ử東
ト
ڠ

業
຿
部
ڭ
ҭ
ݚ
म
・
輸
送
̜

へ（
関
東
各
県
ト
ڠ
会
員
は

所
ଐ
ڠ
会
を
通
じ
て
）
申
ࠐ

ॻ
を
̛
Ａ
̭
送
৴
す
る

˜
申
し
ࠐ
み
・
問
い
合
わ

せ
ઌ
ử
東
ト
ڠ
業
຿
部
ڭ
ҭ

ݚ
म
（̜
˟
１
６
０
㏯０
０
０

４

৽
॓
۠
࢛
୩
３
の
１
の

̔

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
૯
合

会
館
、
ὸ
03
・
３
３
５
９
・

４
１
３
７
、
̛
Ａ
̭
03
・
３

３
５
９
・
６
０
２
０
）

同
՝
ఔ
は
、
物
ྲྀ
業
ք
の

次
代
を
担
う
人
ࡐ
ҭ
成
を
目

的
と
し
た
ߨ
࠲
で
、
経
営
װ

部
に
必
要
な
企
業
経
営
に
関

す
る
ઐ
໳
知
ࣝ
・
技
術
を
習

得
す
る
も
の
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

９
月
14
日
、
ौ
୩
۠
・
代
々

໦
公
園
で「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ

ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２

５
Ỗ
਌
子
で
体
験
安
全
と

؀
ڥ
Ỗ
」を
開
催
す
る
。

同
日
は
、
午
前
９
時
30
分

か
ら
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
Ϟ
ニ
ー
を
開

催
。
水
野
ޭ
会
௕
に
よ
る
主

˞
ֆ
画
の
中
に
は
必
ず

「
10
月
９
日
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

の
文
字
を
記
ࡌ
す
る
こ
と

ʓ
用
ࢴ
サ
イ
ズ
・
画
ࡐ
ử

八
つ
切
り
画
用
ࢴ
に
横
ॻ
き

（
厳
守
）。
画
ࡐ
は
ֆ
の
۩
・

ク
レ
Ϥ
ン
な
ど
自
༝
。

ʓ
結
果
発
表
ử
東
ト
ڠ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）で
行

う
。
ৄ
細
は
、
東
ト
ڠ
̝
̥

を
参
照
。

ʓ
応
ื
ઌ
ử
˟
１
０
４
㏯

０
０
６
１
中
央
۠
ۜ
࠲
５
の

14
の
１
ۜ
࠲
ク
イ
ン
ト
ビ
ル

７
「̛
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ࣇ

ಐ
ֆ
画
コ
ン
テ
ス
ト
事
຿
ہ

（
ク
オ
リ
ア
ー
ト
内
）

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
૯
຿
部
広
報・৘
報
（̜
ὸ

03・３
３
５
９・４
１
３
４
）、

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ࣇ
ಐ
ֆ

画
コ
ン
テ
ス
ト
事
຿
）ہ
ὸ

03
・
６
̔
５
３
・
０
０
５
０
）

と
を
紹
介
す
る

内
容
と
な
っ
て

い
る
。
壁
৽
ฉ

で
は
、
ֆ
画
コ

ン
テ
ス
ト
の
作

඼
ื
集
Ҋ
内
も

　フェスタ２０２５実行プロジェクトＷＧの澤幡ＷＧ
リーダーは、ケーブルテレビＪ：ＣＯＭチャンネルの番
組『ジモトに乾杯！居酒屋秀ちゃん』に出演し、「トラ
ックフェスタ TOKYO 2025」の開催をPRした。
　タレントの中山秀征さんが大将を務める居酒屋に、
澤幡ＷＧリーダーとトラック爺（フェスタキャラクタ

ー）が訪れ、トラック輸送の役割とともに、イベント開
催を告知した。
　放送は、8月11～15日午後7時から放送された（再
放送あり）が、スマートフォンからは、地域情報アプリ

「ど・ろーかる」をインストールすることで、視聴が
可能となっている。

日
、
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス

タ
Ω
Ỿ
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、

多
࠼
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ϕ

ン
ト
を
展
開
す
る
。
今

回
の
フ
ỻ

ス
タ
で
エ

リ
ア
拡
大

と
な
る
έ

ヤ
Ω
ฒ
໦

に
は
、
ト

ラ
ッ
ク
メ

ー
Χ
ー
や

Ս
装
メ
ー

ʢࣸਅʗ൪૊ホʔϜペʔδΑΓʣ

౎
಺
খ
ֶ
ੜ
͔
Β
Ԡ
ื
࡞
඼
Λ
ื
ू
த

ड
ߨ
ੜ
を
募
集
΁

౦τڠ

トラックトラック
フェスタ

いئの͓ࢍڠಉɾࢍ

શτڠ

ֶ
ੜ
޲
͚
υ
ϥ
Π
ό
ồ
の
࢓
事

঺
հ
ύ
ϯ
ϑ
Ϩ
ỽ
ト
̎
̌
̎
̑
೥
൛

౦τڠ
ୈ2ýظ ෺ྲྀܦӦ࢜՝ఔ

申
し
込
み
期
間

10
月
20
日
ま
で

̕
݄
ø2
೔
·
Ͱ

౦
τ
ڠ

児童絵画作品
コンテスト ̓ 年度

トラックフェスタ
TOKYO 2025

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演

ᖒ
഼
̬
̜
リ
ー
μ
ー

౦
τ
ڠ

業
ք
の
औ
Γ
૊
Έ
を
Ξ
ϐ
ồ
ϧ

̕
݄
ø4
೔
ɾ
୅
ʑ
໦
ެ
Ԃ
Ͱ
։
࠵

フェスタ開催をＰＲ
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和７年７月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 60 22 19 3 0 7 1 0 0 29 141
関与事故件数 62 18 20 3 0 3 1 0 0 74 181
（前年比） +6 −8 +1 −1 ±0 −7 −1 ±0 ±0 +10 ±0

中
型

１当件数 45 25 19 4 0 12 6 0 0 15 126
関与事故件数 41 23 21 4 0 11 6 0 0 44 150
（前年比） +1 +2 +9 −1 ±0 +6 +4 −1 −1 −7 +12

準
中
型

１当件数 69 56 28 5 3 9 3 0 0 49 222
関与事故件数 72 51 37 5 3 9 3 0 0 113 293
（前年比） −5 +2 −5 −1 −2 −2 −4 ±0 −1 −3 −21

普
通
・
軽

１当件数 215 103 130 18 16 33 12 5 2 94 628
関与事故件数 237 98 155 18 16 32 12 4 2 260 834
（前年比） −25 −5 +16 −6 ±0 +5 −1 −3 +2 −51 −68

合
計

１当件数 389 206 196 30 19 61 22 5 2 187 1,117
関与事故件数 412 190 233 30 19 55 22 4 2 491 1,458
（前年比） −23 −9 +21 −9 −2 +2 −2 −4 ±0 −51 −77

死
者
数

大型貨物車（１当） 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 1 2 0 0 1 0 0 0 1 5

ɹྩ࿨̓೥݄̓ ຤
ͷ౎಺શҬࡏݱ

ͷަ௨ൃނࣄੜ݅਺ʢຊ೥
݅���
��ʣ͸ܭྦྷͰɺલ೥
ಉظൺ̍݅ݮগ͠ɺऀࢮ��
ਓͰલ೥ಉظൺ̎݅ݮগͱ
ͳͬͨɻ
ɹӦۀ༻՟෺ंͷؔ༩ނࣄ
ʢʮҧ൓ผʯදの下ஈʮ஫ʯ
রʣൃࢀ ੜ݅਺ʢຊ೥ྦྷܭʣ
͸�
���݅Ͱલ೥ಉظൺ

ਓͰલ̕ऀࢮগ͠ɺݮ݅��
೥ಉظൺ̍݅ݮগͱͳͬͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰ͸ɺӈࠨ
͕ނࣄޓͷं྆૬࣌ં
���݅Ͱલ೥ಉظൺ̒݅૿
Ճ͠ɺऀࢮ਺͸̌ ਓͩͬͨɻ
ɹҧ൓ผͰ͸ɺ̓ શෆ֬ೝ
ʹΑΔؔ༩݅ނࣄ਺͕���
݅Ͱɺલ೥ಉظൺ�3݅ݮ
গͱͳͬͯ ͍Δɻ

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G

◎�運行中は前方や周囲の状況への注意を怠らないこと。また、
気象状況や道路状況に応じた安全速度での走行や、十分な車
間距離の確保に努め、ゆとりをもって運転すること。
日　時 8月7日（木） 10時55分頃発生（晴天）
場　所 環七通り（都道）
当事者 ①自動二輪車（男性60代･死亡）̫ ②事業用大型貨物車（男

性60代）̫ ③自家用準中型貨物車（男性40代） 順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 代田

世田谷区若林 至 上馬

概　要
事業用大型貨物車が、環七通りを上馬方向から代田方
向に第2通行帯を進行中、自動二輪車に追突し、自動
二輪車が自家用準中型貨物車に追突したもの。

※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

国
土
交
通
省
物
ྲྀ
・
自
動

ं
ہ
の
ྩ
和
７
年
度「
自
動

ं
点
ݕ
੔
උ
ਪ
進
運
動
」
の

実
施
要
ྖ
に
基
ͮ
き
、
関
東

運
輸
ہ
は
９
・
10
月
の
２
か

月
間
を
同
運
動「
強
化
月
間
」

と
し
て
、
適
切
な
点
ݕ
・
੔

උ
の
実
施
を
ݺ
び
か
け
る
。

全
国
౷
一
の
強
化
月
間
は

９
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
関

東
で
は
10
月
を
加
え
た
２
か

月
間
に
わ
た
っ
て
実
施
。
強

化
月
間
の
重
点
߲
目
と
し

東
京
２
０

２
５
世
ք
陸

上
ࡒ
ஂ
は
来

月
、「
東
京
２

０
２
５
世
ք

陸
上
ڝ
技
選

手
ݖ
大
会
」

開
催
に
伴

い
、
都
心
部

ट
都
高
଎
道
路
は
９
月
５

日
午
後
̔
時
か
ら
11
月
̔
日

午
前
１
時
ま
で（
༧
定
）、Ｅ

̩
̘
ઐ
用
入
ޱ

の
拡
大
に
向
け

た
料
金
所
の
リ

ニ
ỿ
ー
ア
ル
工

事
に
伴
い
、
１

߸
上
野
ઢ（
上
り
）
入
୩
入

ޱ
、６
߸
向
島
ઢ（
上
り
）ۨ

形
入
ޱ
、
中
央
؀
状
ઢ（
内

回
り
）
Ԧ
子
南
入
ޱ
、
࡛
ۄ

ニ
ッ
シ
ỿ
地
点（
国
立
ڝ
技

場
）を
中
心
に
、
交
通
ن
制

を
実
施
。
ڝ
技
中
は
コ
ー
ス

（
৽
॓
۠
道
・
外
ԓ
੢
通
り
・

༃
国
通
り
・
外
ງ
通
り
・
ന

ࢁ
通
り
・
中
央
通
り
・
内
ງ

通
り
・
行
幸
通
り
）お
よ
び

直
近
の
道
路
で
、
௕
時
間
に

৽
都
心
ઢ（
上
下
）
৽
都
心

入
ޱ
の
５
か
所
で
通
行
ࢭ
め

に
な
る
。

わ
た
り
ं
྆
の
通
行
が
ې
ࢭ

さ
れ
る
。
ट
都
高
଎
道
路
の

４
߸
৽
॓
ઢ（
下
り
）
外
ԓ

入
ޱ
、５
߸
஑
ା
ઢ（
上
り
）

൧
ా
ڮ
出
ޱ
、同（
上
下
）一

ツ
ڮ
出
入
ޱ
、同（
下
り
）੢

神
ా
出
ޱ
が
通
行
ې
ࢭ
。

ま
た
、
உ
ঁ
ڝ
า
ڝ
技
の

開
催
に
伴
い
、９
月
13
日
午

前
７
時
か
ら
午
前
11
時
50
分

頃
ま
で
、
ཌ
ि
20
日
午
前
６

時
30
分
か
ら
午
前
12
時
頃
ま

で
、
国
立
ڝ
技
場
प
ล
で
交

通
ن
制
を
実
施
す
る
。

ৄ
細
は
、
公
式
̬
̴
̱
サ

イ
ト
を
参
照
。

ट
都
高
଎
道
路
で
は
̔
月

時
点
、
45
か
所
の
Ｅ
̩
̘
ઐ

用
料
金
所
を
運
営
し
て
い
る

が
、
今
年
度
中
に
৽
た
に
45

か
所
を
追
加
し
、
合
ܭ
90
か

所
と
な
る
༧
定
。
今
回
の
工

事
に
続
き
、
10
月
Ỗ
12
月
頃

（
15
か
所
）、
ྩ

和
̔
年
１
月
Ỗ

３
月
頃（
15
か

所
）、工
事
に
伴

い
料
金
所
を
通

行
ࢭ
め
と
す
る
༧
定
。

工
事
の
ৄ
細
は
、
ट
都
高

ド
ラ
イ
ό
ー
ズ
サ
イ
ト
を
参

照
。

の
コ
ー
ス
お
よ
び
直
近
道
路

で
交
通
ن
制
を
行
う
。

உ
ঁ
マ
ラ
ι
ン
ڝ
技
の
開

催
に
伴
い
、９
月
14
日
午
前

７
時
か
ら
午
前
11
時
50
分
頃

ま
で
、
ཌ
15
日
午
前
７
時
か

ら
午
前
11
時
10
分
頃
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ

て
、
点
ݕ
・

੔
උ
の
必
要

性
や
重
要
性

に
つ
い
て
ܒ

発
す
る
と
と

も
に
、近
年
、

急
増
し
て
い

る
大
型
ト
ラ

ッ
ク（
ं
྆
૯
重
ྔ

̔
Ἁ
以
上
）の
ं
ྠ

୤
落
事
ނ
防
ࢭ
ର
策
を
中

心
に
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

関
す
る
適
切
な
点
ݕ
・
੔

උ
の
実
施
方
法
の
ܒ
発
な

ど
を
ਪ
進
す
る（
ผ
ද
ʹ

ॏ
఺
఺
ݕ
߲
໨
）。

ま
た
、３
年
10
月
に
৽

ن
追
加
さ
れ
た
点
ݕ
߲

目
の「
ं
ࡌ
式
ނ
ো
਍
அ

装
置
の
਍
அ
の
結
果
」
の

確
実
な
実
施
に
つ
い
て
प

知
・
ܒ
発
を
ਤ
る
こ
と
と

し
た
。

ʲॏ఺఺ݕ項໨ʳ
点検時期点検か所 ３か月点検 12か月点検

原動機 燃料装置 燃料もれ

電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷

制動装置
ホースおよびパイプ 漏れ、損傷および取付状態

ブレーキ・チャンバ ロッドのストローク 同左機能

走行装置 ホイール

１ タイヤの状態

２ ホイール・ナットおよびホイール・ボルトの緩み

３ フロント・ホイール・ベアリングのがた

１ ホイール・ナットおよび
　 ホイール・ボルトの損傷

２ リム、サイド・リングおよび
　 ディスク・ホイールの損傷

３ リヤ・ホイール・ベアリング
　 のがた

点
検
整
備
推
進
運
動

ؔ
ӡ
ہ

౦̌̎ژ ̎̑ ੈք཮্

౎಺Ͱަ௨੍ن
９
／
14
・
15
マ
ラ
ソ
ン

９
／
13
・
20
競  

歩

Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
化
工
事
に
伴
う

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ
ट
౎
ߴ

̕
ɾ
ø÷
݄
ڧ
Խ
݄
ؒ
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˔
౦
ژ
౎
؀
ڥ
ہ
、
ྩ
和

７
年
度「
東
京
都
՟
物
輸
送

ධ
価
制
度
」
に
お
け
る
ධ
価

取
得
事
業
者
を
ܾ
定
し
、
そ

の
う
ち
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
会
員
事
業
者
が
３
４
３

社
と
、
ධ
価
事
業
者
全
体
の

85
・
３
％
を
઎
め
る（
１
日
）

˔
౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
ྩ
和
７
年
度
ୈ
２
回
理

事
会
を
開
催
し
、
ධ
議
員
の

ҕ
৤
を
行
う
と
と
も
に
、
໦

ࡐ
ઐ
໳
部
会
の
解
ࢄ
に
つ
い

て
承
認
す
る
。
東
京
商
工
会

議
所
東
京
都
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
ԉ
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
が
事
業
承
継
に
つ
い
て
৘

報
を
提
供
す
る（
２
日
）

˔
ؔ
౦
ӡ
༌
ہ
ɾ
౦
ژ
࿑

ಇ
ہ
、
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
と

し
て
ՙ
主
企
業
や
元
੥
事
業

者
を
訪
問
し
、
労
働
؀
ڥ
改

ળ
を
要
੥
す
る（
２
日
）

˔
ࣄ
ۀ
༻
ࣗ
ಈ
ं
ࣄ
ނ
ௐ

ࠪ
ҕ
һ
ձ
、
ྩ
和
５
年
５
月

16
日
に
宮
城
県
܀
ݪ
市
の
東

北
自
動
ं
道
下
り
ઢ
で
発
生

し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

ি
ಥ
事
ނ
に
つ
い
て
、「
特

別
重
要
調
ࠪ
ର
象
事
ނ
」
と

し
て
報
告
ॻ
を
公
表
す
る

（
４
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト（
̜
Ｅ

̥
）
参
加
事
業
者
を
ର
象
と

し
た
ྩ
和
７
年
度「
՟
物
輸

送
ධ
価
制
度
セ
レ
Ϟ
ニ
ー
」

を
開
催
す
る
。
ධ
価
取
得
事

業
者
の
う
ち
、
̜
Ｅ
̥
参
加

事
業
者
は
３
３
２
社
で
、
全

体
の
82
・
６
％
を
઎
め
る
。

ධ
価
取
得
事
業
者
、
10
年
・

５
年
連
続
ධ
価
取
得
事
業
者

に
ධ
価
ূ
明
ॻ
・
ධ
価
認
定

ॻ
が
ଃ
ら
れ
る（
７
日
）

˔
શ
೔
ຊ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
ୈ
２
２
６
回
ৗ
೚
理
事

会
・
ୈ
２
１
２
回
理
事
会
合

同
会
議
を
開
催
し
、
寺
Ԭ
洋

一
会
௕
指
名
の
෭
会
௕
７
ࢯ

厚
生
労
働
省
は
̔
月
̔

日
、
ྩ
和
６
年
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
な
ど
の「
自
動
ं
運

転
者
を
使
用
す
る
事
業
場
に

ର
す
る
؂
ಜ
指
導
、
送
ݕ
౳

の
状
況
」（
全
国
の
労
働
ہ
・

労
働
基
準
؂
ಜ
ॺ
が
実
施
）

を
取
り
ま
と
め
、公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
؂
ಜ
指

導
は
４
３
２
̔
事
業
場
に
ର

し
て
実
施
し
、
そ
の
結
果
、

労
働
基
準
関
係
法
ྩ
ҧ
൓
が

認
め
ら
れ
た
の
は
３
５
３

２
事
業
場
で
、
ҧ
൓
割
合
は

81
・
６
％
と
前
年
ൺ
０
・
６

⻲
低
下
し
、改
ળ
を
示
し
た
。

主
な
ҧ
൓
事
（߲
１
事
業

場
で
２
つ
以
上
の
ҧ
൓
事
߲

が
あ
る
場
合
は
各
ҧ
൓
事
߲

連
続
運
転
時
間
が
１
０
５
４

事
業
場
ʗ
24・４
％
（
同
０・

６
⻲
低
下
）、
最
大
運
転
時

間
が
６
９
１
事
業
場
ʗ
16
・

０
％
（
同
２
・
４
⻲
低
下
）。

ҧ
൓
割
合
は
ѱ
化
し
た
が
、

大
き
く
改
ળ
し
た
も
の
も
あ

る
。業

छ
別
に
み
る
と
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
で
は
３
４
２
４

事
業
場
に
ର
し
て
؂
ಜ
指
導

を
行
い
、
こ
の
う
ち
Կ
ら
か

の
労
基
関
係
法
ྩ
ҧ
൓
が
認

に
ܭ
上
）は
、

労
働
時
間
が

１
̔
５
５
事

業
場
で
ҧ
൓

割
合
は
42
・

９
％
（
前
年

ൺ
４
・
０
⻲

低
下
）で
大

幅
に
改
ળ
。

次
い
で
、
割

増
賃
金
の
支

払
い
が
９
７

７
事
業
場
で
22
・
６
％
（
同

１
・
４
⻲
上
昇
）と
ѱ
化
し

た
が
、労
働
時
間
の
状
況
೺

Ѳ
は
３
０
２
事
業
場
で
７
・

０
％
（
同
１
・
０
⻲
低
下
）

と
改
ળ
し
た
。

ま
た
、「
自
動
ं
運
転
者

の
労
働
時
間
౳
の
改
ળ
の
た

め
の
基
準
」（
改
ળ
基
準
告

示
）
ҧ
൓
が
認
め
ら
れ
た
の

は
２
３
６
０
事
業
場
で
、
ҧ

め
ら
れ
た
の
は
２
７
̔
６
事

業
場
で
、
ҧ
൓
割
合
は
81
・

４
％
（
同
０
・
２
⻲
低
下
）

と
わ
ず
か
に
改
ળ
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
主
な

ҧ
൓
事
߲
は
、
労
働
時
間
が

１
５
０
６
事
業
場
ʗ
44
・
０

％（
同
４
・
０
⻲
低
下
）と
改

ળ
し
た
が
、
ґ
વ
、
൒
数
近

く
を
઎
め
て
い
る
。次
い
で
、

割
増
賃
金
の
支
払
い
が
７
３

０
事
業
場
ʗ
21
・
３
％
（
同

１
・
９
⻲
上
昇
）、
労
働
時

間
೺
Ѳ
が
２
２
̔
事
業
場
ʗ

６
・
７
％
（
同
０
・
２
⻲
上

昇
）と
そ
れ
ぞ
れ
ѱ
化
し
た
。

１
⻲
低
下
）、
૯
߆
ଋ
時
間

が
１
０
３
４
事
業
場
ʗ
30
・

２
％
（
同
３
・
２
⻲
低
下
）、

連
続
運
転
時
間
が
９
６
５
事

業
場
ʗ
28
・
２
％
（
同
１
・

５
⻲
低
下
）、
最
大
運
転
時

間
が
６
５
０
事
業
場
ʗ
19
・

０
％（
同
２・４
⻲
低
下
）で
、

ҧ
൓
割
合
は
す
べ
て
改
ળ
と

な
っ
た
。

重
大
・
ѱ
質
な
ҧ
൓
と
し

て
送
ݕ
し
た
事
Ҋ
は
、
59
件

で
前
年
ൺ
５
件
増
加
。
業
छ

別
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

が
42
件
で
前
年
ൺ
で
３
件
減

少
し
た
が
、
ଞ
業
छ
よ
り
圧

౗
的
に
多
く
、
全
体
の
þ1
・

２
％
を
઎
め
て
い
る
。

ま
た
、
ҧ
൓
事
（߲
法
৚

文
）
別
で
は
安
全
基
準
が
18

件
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、

労
働
時
間
が
14
件
、
最
低
賃

金
の
ޮ
力
が
７
件
で
、
こ
れ

ら
で
全
体
の
66
・
１
％
を
઎

め
て
い
る
。

な
お
、
厚
労
省
で
は
自
動

ं
運
転
者
の
労
働
৚
件
の
確

保
・
改
ળ
を
ਤ
る
た
め
、
労

基
ॺ
な
ど
と
地
方
運
輸
機
関

が
、
؂
ಜ
な
ど
の
結
果（
改

ળ
基
準
告
示
ҧ
൓
）を
૬
ޓ

に
通
報
し
て
お
り
、
労
基
ॺ

か
ら
５
０
１
件
の
通
報
が
あ

る
と
同
時
に
、３
２
３
件
の

通
報
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ト
ラ
ッ
ク
に
ର
し
て
合

同
で
؂
ಜ
・
؂
ࠪ
を
１
１
９

件
実
施
し
た
。

厚
労
省
は
７

月
30
日
、
ྩ
和

６
年
度
の
௕
時

間
労
働
が
ٙ
わ

れ
る
事
業
場
に

ର
す
る
؂
ಜ
指

導
結
果
を
公

表
し
た
。
؂
ಜ

指
導
は
、
各
छ

৘
報
か
ら
時
間

外
・
休
日
労
働

時
間
数
が
１
か
月
当
た
り
80

時
間
௒
と
考
え
ら
れ
る
事

業
場
や
、
௕
時

間
に
わ
た
る
過

重
労
働
に
よ
る

「
過
労
ࢮ
౳
」の
労
働
災
害
੥

ٻ
が
行
わ
れ
た
事
業
場（
合

ܭ
２
万
６
５
１
２
事
業
場
）

を
ର
象
に
実
施
し
た
も
の
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
؂
ಜ
指

導
実
施
事
業
場
の
う
ち
、
Կ

ら
か
の
労
基
関
係
法
ྩ
ҧ
൓

が
あ
っ
た
の
は
２
万
１
４
９

５
事
業
場
で
、
ҧ
൓
割
合
は

81・１
％
と
前
年
度
か
ら
０・

１
⻲
低
下
し
た（
以
下
、
Χ

ッ
コ
内
は
ҧ
൓
割
合
）。

主
な
ҧ
൓
内
容（
法
ྩ
ҧ

൓
が
あ
り
、
ੋ
ਖ਼
ק
告
ॻ
を

交
付
）と
し
て
は
、
ҧ
法
な

時
間
外
労
働
が
１
万
１
２
３

０
事
業
場（
42
・
４
％
）で
、

ҧ
൓
割
合
は
前
年
度
ൺ
２
・

１
⻲
低
下
し
改
ળ
し
た
。
次

い
で
、
過
重
労
働
に
よ
る
݈

߁
ো
害
防
ࢭ
ા
置
の
ະ
実
施

が
５
６
９
１
事
業
場（
21
・

５
％
）で
同
０
・
９
⻲
低
下

し
改
ળ
し
た
が
、
賃
金
ෆ
払

い
残
業
は
２
１
１
̔
事
業
場

म
・
輸
送
̜
に
連
བྷ
し
、「
ਪ

ન
࿮
受
験
申
੥
ॻ
」ờ
東
ト
ڠ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）か

ら
ダ
΢
ン
ロ
ー
ド
が
Մ
能
Ở

を
提
出
。
そ
の
後
、
ྲྀ
経
大

へ
出
ئ
ॻ
ྨ
を
提
出
し
、
受

験
手
続
き
を
進
め
る
。

ৄ
細
は
全
ト
ڠ
、
ま
た
は

ྲྀ
経
大
̝
̥
を
参
照
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
ڭ
ҭ
ݚ
म
・
輸
送

（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

ト
ử
パ
ι
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
エ
ン
ト
リ
ー

レ
ポ
ー
ト（
自
分
の
ະ
来
と

学
Պ
で
の
学
び
に
関
す
る
՝

୊
）を
作
成
、
③
本
ࢼ
験
ử

ࢤ
๬
理
༝
ॻ
や
調
ࠪ
ॻ
、
ޱ

頭
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

面
接
の
結
果
で
合
൱
൑
定
を

行
う
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の

会
員
関
係
者
が
本
制
度
を
ར

用
し
て
出
ئ
す
る
場
合
、
ま

ず
東
ト
ڠ
業
຿
部
ڭ
ҭ
ݚ

൓
割
合
は
54
・
５
％

（
同
０
・
６
⻲
上
昇
）

と
、
わ
ず
か
な
が
ら

ѱ
化
。ґ
વ
と
し
て
、

൒
数
以
上
に
ҧ
൓
が

認
め
ら
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

改
ળ
基
準
告
示
の

主
な
ҧ
൓
事
߲
は
、

最
大
߆
ଋ
時
間
が
１

７
０
５
事
業
場
ʗ

39
・
４
％
（
同
０
・

２
⻲
上
昇
）、
次
い

で
休
ଉ
期
間
が
１
２

２
̔
事
業
場
ʗ
28
・

４
％
（
同
０
・
３
⻲

上
昇
）、
૯
߆
ଋ
時

間
が
１
１
９
５
事
業

場
ʗ
2þ
・
６
％
（
同

３
・
１
⻲
低
下
）、

た
だ
、
改
ળ
基
準

告
示
ҧ
൓
が
認
め
ら

れ
た
の
は
１
９
９
４

事
業
場
ʗ
58
・
２
％

で
、ҧ
൓
割
合
は
０・

１
⻲
低
下
と
わ
ず
か

な
が
ら
改
ળ
し
た

が
、
業
छ
別
で
は
最

も
高
い
。

主
な
ҧ
൓
事
߲

は
、
最
大
߆
ଋ
時
間

が
１
４
̔
０
事
業
場

で
ҧ
൓
割
合
は
43
・

２
％
と
最
も
多
い

が
、
前
年
ൺ
０
・
１

⻲
低
下
し
、
わ
ず
か

な
が
ら
改
ળ
し
た
。

次
い
で
休
ଉ
期
間
が

１
１
０
９
事
業
場
ʗ

32
・
４
％
（
同
０
・

（
̔
・
０
％
）で
、同
１
・
０

⻲
上
昇
し
ѱ
化
と
な
っ
た
。

業
छ
別
に
み
る
と
、
運
輸

交
通
業
は
２
４
５
̔
事
業
場

を
ର
象
に
実
施
し
、
Կ
ら
か

の
労
基
関
係
法
ྩ
ҧ
൓
が
認

め
ら
れ
た
の
は
２
１
５
０
事

業
場（
8þ
・
５
％
）で
、同
０
・

９
⻲
上
昇
し
ѱ
化
し
た
。

運
輸
交
通
業
の
主
な
ҧ

൓
事
߲
は
、
ҧ
法
な
時
間
外

労
働
が
１
４
２
６
事
業
場

（
58
・
０
％
）で
、ҧ
൓
཰
は

前
年
度
ൺ
１
・
５
⻲
低
下
し

た
が
、
全
体
の
約
６
割
を
઎

め
て
い
る
。
次
い
で
݈
߁
ো

害
防
ࢭ
ા
置
が
４
２
３
事
業

場（
1þ
・
２
％
）で
、
同
１
・

１
⻲
低
下
し
改
ળ
。
賃
金
ෆ

払
い
残
業
が
２
０
５
事
業
場

（
̔
・
３
％
）で
、同
１
・
５

⻲
上
昇
し
ѱ
化
し
た
。

を
選
出
、
৽
ࣥ
行
部
を
発
଍

さ
せ
る（
10
日
）

˔
ࠃ
౔
ަ
௨
ল
、
ྩ
和
６

年
３
月
告
示
の「
ඪ
準
的
運

賃
に
か
か
る
実
ଶ
調
ࠪ
」（
６

年
度
調
ࠪ
）の
結
果
を
公
表

す
る
。
運
賃
交
ব
を
実
施
し

た
事
業
者
の
割
合
は
上
昇

し
、
ՙ
主
か
ら
一
定
の
理
解

を
得
ら
れ
た
事
業
者
は
約
５

割
強
と
な
る（
11
日
）

˔
౦
ژ
ߴ
଎
ಓ
࿏
ަ
௨
҆

શ
ڠ
ٞ
ձ
、
ୈ
43
回
通
ৗ
૯

会
を
開
催
。
ྩ
和
６
年
度
事

業
報
告
・
収
支
ܾ
ࢉ
お
よ
び

７
年
度
事
業
ܭ
画
・
収
支
༧

ࢉ
な
ど
を
審
議
・
承
認
し
、

೚
期
満
ྃ
に
伴
う
役
員
の
改

選
で
水
野
ޭ
会
௕（
東
ト
ڠ

会
௕
）を
再
೚
す
る（
18
日
）

˔
ؔ
ӡ
ہ
ɾ
ਆ
ಸ
઒
࿑
ಇ

ہ
ɾ
ਆ
ಸ
઒
ӡ
༌
ࢧ
ہ
、
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

ՙ
主
や
元
੥
け
事
業
者
に
、

労
働
؀
ڥ
改
ળ
な
ど
を
要
੥

す
る（
29
日
）

˔
ܯ
࡯
ி
、「
ྩ
和
７
年
上

൒
期
に
お
け
る
交
通
ࢮ
๢
事

ނ
の
発
生
状
況
及
び
道
路
交

通
法
ҧ
൓
取
క
り
状
況
౳
に

つ
い
て
」
を
公
表
し
、
交
通

事
ނ
件
数
・
ࢮ
者
数
・
ෛ
ই

者
数
が
そ
れ
ぞ
れ
前
年
よ
り

減
少
す
る（
29
日
）

ྲྀ
通
経
済
大
学
は
、
ྩ
和

̔
年
度
入
学
ࢼ
験
に
お
い

て
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

ਪ
ન
࿮
に
よ
る「
૯
合
型
選

ൈ
エ
ン
ト
リ
ー
型（
各
छ
ஂ

体
ਪ
ન
）
制
度
」
の
出
ئ
者

を
ื
集
し
て
い
る
。

出
ئ
開
࢝
は
９
月
１
日
か

ら（
Χ
ッ
コ
内
は
ࢼ
験
日
）。

日
ఔ
は
次
の
通
り
。

˜
出
ئ
期
間
ử
①
９
月
26

日
ま
で（
10
月
４
日
）、②

10
月
10
日
ま
で（
10
月
18

日
）、
③
10
月
31
日
ま
で

（
11
月
�
日
）、
④
11
月
14

日
ま
で（
11
月
22
日
）、ᶇ

12
月
５
日
ま
で（
12
月
13

日
）、
ᶈ
̔
年
１
月
23
日

ま
で（
同
２
月
２
日
）、ᶉ

̔
年
２
月
1þ
日
ま
で（
同

２
月
28
日
）

˜
ื
集
学
部
ử
経
済
学

部
・
ڞ
૑
社
会
学
部
・
ྲྀ
通

৘
報
学
部
・
法
学
部
・
ス
ポ

ー
ツ
݈
߁
Պ
学
部

˜
出
ئ
資
格
ử
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の
会
員
事

業
者
関
係
者
で
、
ྲྀ
経
大
を

ୈ
１
ࢤ
๬
と
し
、
①
高
౳
学

ߍ
・
中
౳
ڭ
ҭ
学
ߍ
ଔ
業
者

ま
た
は
̔
年
３
月
ଔ
業
見
ࠐ

み
の
者
、
②
通
ৗ
の
՝
ఔ
に

よ
る
12
年
の
学
ߍ
ڭ
ҭ
を
म

ྃ
し
た
者
ま
た
は
̔
年

３
月
म
ྃ
見
ࠐ
み
の
者

―
―
な
ど
の
い
ず
れ
か

に
֘
当
す
る
者

出
ئ
手
ॱ
は
、
①
エ

ン
ト
リ
ー
面
ஊ
ử「
エ

ン
ト
リ
ー
ˍ
出
ئ
シ
ス

テ
ム
」
か
ら
申
し
ࠐ
み

を
行
い
、
ର
面
ま
た
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
面
ஊ
、

②
エ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー

事項

業種
監督実施
事業場数

改善基準
告示違反
事業場数

主な違反事項
総拘束
時間

最大拘束
時間 休息期間 最大運転

時間
連続運転
時間

トラック 3，424 1，994
（58.2％）

1,034
（30.2％）

1,480
（43.2％）

1,109
（32.4％）

650
（19.0％）

965
（28.2％）

全業種
合 計 4,328 2,360

（54.5％）
1,195

（27.6％）
1,705

（39.4％）
1,228

（28.4％）
691

（16.0％）
1,054

（24.4％）

事項
業種

監督実施
事業場数

労働基準関係法
令違反事業場数

主な違反事項
労働時間 割増賃金 時間把握

トラック 3，424 2，786
（81.4％）

1，506
（44.0％）

730
（21.3％）

228
（6.7％）

全業種
合 計 4，328 3，532

（81.6％）
1，855
（42.9％）

977
（22.6％）

302
（7.0％）

˖݄̓෼˖

ト
ラ
ッ
ク
８
割
で
労
基
関
係
違
反

改
善
基
準
告
示
違
反
は
５
割
超
に

違法な時間外労働42％
運輸交通業悪化傾向に

厚
労
省

運転者使用事業場の
監督指導・送検状況

６

年

流経大

エ
ン
ト
リ
ー
型
制
度

全
ト
協
推
薦
枠
の
出
願
募
集

８
年
度
入
試

長
時
間
労
働
の
事
業
場

監
督
指
導
結
果
を
公
表
厚労省
６年度

９月１日から順次受付
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記
録
的
な
猛

暑
も
、
や
が
て

秋
の
涼
風
に
変

わ
る
。
だ
が
、

な
か
な
か
収
ま

り
そ
う
も
な
い
の
が
物
価

高
、
そ
し
て
人
件
費
の
増

大
◆
今
年
の
最
低
賃
金

（
時
給
）改
定
の
目
安
に
つ

い
て
、
厚
生
労
働
省
の
審

議
会
が
全
国
加
重
平
均
で

63
円（
６
％
）の
引
き
上
げ

を
答
申
し
た
。
現
行
制
度

で
は
５
年
連
続
で
過
去
最

大
の
引
き
上
げ
。
東
京
都

で
は
目
安
額
通
り
に
改
定

さ
れ
、
１
２
２
６
円
に
上

昇
す
る
◆
最
賃
は
個
々
の

企
業
収
益
に
か
か
わ
ら
ず

強
制
的
に
適
用
さ
れ
、
全

体
の
賃
金
水
準
を
押
し
上

げ
る
。
こ
れ
に
伴
い
人
件

費
が
増
大
し
、
企
業
収
益

を
圧
迫
す
る
。
特
に
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
の
よ
う
な
労

働
集
約
型
の
中
小
企
業
に

及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
◆

今
回
の
最
賃
改
定
の
答
申

に
関
し
て
、
日
本
商
工
会

議
所
の
会
頭
は
賃
上
げ
の

必
要
性
を
指
摘
し
つ
つ

も
、現
下
の「
中
小
企
業
の

支
払
い
能
力
を
踏
ま
え
れ

ば
、極
め
て
厳
し
い
結
果
」

と
コ
メ
ン
ト
。
コ
ス
ト
増

の
転
嫁
が
追
い
付
か
な
い

か
ら
だ
ろ
う
◆
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
経
営
者
に
も
そ

う
し
た
ジ
レ
ン
マ
が
あ
ろ

う
。と
は
い
え
、実
質
賃
金

の
減
少
が
続
く
中
、
賃
上

げ
の
動
き
は
収
ま
り
そ
う

も
な
い
。
必
要
な
労
働
力

を
維
持・確
保
す
る
に
は
、

多
少
の
無
理
を
し
て
で
も

賃
上
げ
を
進
め
ざ
る
を
得

な
い
状
況
か
も
し
れ
な
い
。

を
中
心
に
、資
料
も
交
え
て
紹
介
し

て
い
て
、赤
や
黒
な
ど
視
認
性
の
高

い
色
使
い
や
力
強
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

象
徴
的
な
人
物
表
現
な
ど
、限
ら
れ

戦
時
中
の
国
策
ポ
ス
タ
ー
展

昭和館
住　　所：千代田区九段南1-6-1（地下鉄九段下駅出口4から徒歩1分）
開館時間：10:00 ～ 17:30（入館は17:00まで）
休 館 日：月曜日（祝日・振替休日の場合はその翌日）、年末年始
入 場 料：�3階の特別企画展は無料／6・7階の常設展示室は大人400円、

高校生・大学生200円、65歳以上360円、中学生以下無料

た
要
素
で
強
い
印
象
を
与
え
る

工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、国
策
宣
伝

（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）と
し
て
の
側
面
を

持
ち
な
が
ら
も
、
当
時
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

の
粋
を
集
め
た
視
覚
文
化

の
記
録
で
も
あ
り
、
現
代

の
広
告
表
現
と
の
つ
な
が

り
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
企
画
展
の
入
場
料

は
無
料
で
す
。戦
争
と
社

会
、表
現
と
の
関
係
を
あ

ら
た
め
て
考
え
る
、貴
重
な
機
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
。
九

段
下
に
あ
る「
昭
和
館
」の
３
階
で
は
、

戦
後
80
年
特
別
企
画
展「
社
会
を
映

す
、動
か
す
―
ポ
ス
タ
ー
に
あ
ら
わ
れ

る
国
策
宣
伝
の
姿
―
」が
開
催
中
で
す
。

会
期
は
９
月
７
日
ま
で
。
前
後
期
に
分

け
て
展
示
内
容
を
変
え
、現
在
後
期
の

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ

の
展
示
で

は
、
戦
時
下
に
国

民
の
戦
意
高
揚
を

促
す
目
的
で
制
作

さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー

昭
和
館

時
間
約
１
時
間
45
分
）は
、一
度

は
参
加
す
る
価
値
が
あ
り
ま
す
。

夏
休
み
期
間
中
と
あ
っ
て
、

防
災
館
に
は
小
学
生
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
、
外
国
人
の
来
館
者

も
目
立
ち
ま
し
た
。
午
後
２
時

過
ぎ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
30
人
以

上
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー

は
、
床
が
揺
れ
て
地
震
を

体
験
で
き
る
装
置
が
あ

り
、
背
面
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
は
、
屋
外
や
コ
ン
ビ
ニ

の
映
像
を
映
し
出
し
、
よ

り
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
体
験
が
で

き
ま
す
。

今
回
は
、
押
上
に

あ
る
東
京
消
防
庁
の

「
本
所
防
災
館
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

現
実
味
を
帯
び
る

中
、
こ
こ
で
の
防
災

体
験
ツ
ア
ー（
所
要

落
と
し
た
室
内
で
の
訓
練

で
す
が
、万
が
一
、夜
の
ホ

テ
ル
な
ど
で
火
災
が
あ
っ

た
場
合
、
誘
導
灯
に
沿
っ

て
煙
を
避
け
な
が
ら
冷
静

に
避
難
で
き
る
の
か
、
心

許
な
く
な
り
ま
し
た
。

消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
消
火
器
な
ど
の
使
い

方
を
学
び
ま
す
。
以
前
私

が
火
事
に
遭
っ
た
時
、
火

を
消
す
こ
と
が
で
き
ず
、

パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
ボ

ライターライターライター
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東京消防庁の防災館で

来るべき災害に備える

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
と

同
じ
震
度
７
を
体
験
し
ま
し
た

が
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
よ
う
に
背

を
丸
め
て
耐
え
て
い
て
も
怖
か

っ
た
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の

時
の
記
憶
も
よ
み
が
え
り
、「
こ

の
揺
れ
が
起
こ
っ
た
ら
、
物
は

確
実
に
落
ち
て
く
る
だ
ろ
う

し
、
古
い
建
物
な
ら
崩
れ
る
の

で
は
」
と
想
像
す
る
と
、
恐
ろ

し
く
な
り
ま
し
た
。

煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
無

害
な
煙
を
充
満
さ
せ
、
火
災
が

発
生
し
た
時
の
状
況
を
再
現

し
、
煙
の
怖
さ
や
避
難
方
法
な

ど
を
体
験
で
き
ま
す
。
照
明
を

ヤ
で
済
み
ま
し
た
が
、
失
敗
は

繰
り
返
し
た
く
な
い
の
で
、
使

い
方
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
た
。

応
急
手
当
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
訓
練
用
の
人
形
を
実
際
に

使
っ
て
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の

応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

も
使
え
る
良
い
機
会
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
Ｖ
Ｒ（
仮

想
現
実
）技
術
を
使
っ
た
浸
水

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
救
出
救
助
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
無
料
で
3
時

間
は
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
ま
す
。

活
用
し
な
い
と
も
っ
た
い
な
い

施
設
で
す
よ
。

側
の
壁
面
に
は
、
空
襲
に
よ
る
機
銃

掃
射
の
痕
跡
が
今
も
多
数
残
り
、一
部

に
は
弾
丸
が
貫
通
し
た
跡
も
確
認
で

き
る
。
当
時
の
攻
撃
の
激
し
さ
を
物

語
る
も
の
で
あ
り
、
建
物
内
部
を
見

学
で
き
る
日
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
だ
け
で
な
く
、都
内

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
戦
争
遺
跡
や
碑
が

点
在
し
て
い
る
。
戦
後
80
年
を
経
過

し
、
戦
争
を
直
接
体
験
し
た
世
代
は

少
数
と
な
っ
た
。
今
年
は「
体
験
を

ど
う
受
け
継
ぐ
か
」
が
改
め
て
問
わ

れ
、継
承
へ
の
危
機
感
が
指
摘
さ
れ
る

一
方
で
、
次
世
代
へ
の
伝
承
に
向
け
た

各
地
の
取
り
組
み
も
広
く
紹
介
・
報

道
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
が「
歴
史
」と
し
て
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
今
、
遺
跡
や
碑
を
目

に
す
る
こ
と
は
、そ
の
歴
史
を
思
い
出

し
、
忘
れ
な
い
た
め
の
装
置
と
し
て
の

役
割
を
持
つ
。
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
フ

ァ
ク
ト
や
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
と
い

っ
た
、「
事
実
や
真
実
を
軽
視
す
る
風

潮
」が
広
が
る
時
代
に
あ
っ
て
、
同
時

代
人
の
記
録
や
記
憶
、
実
物
・
資
料

の
持
つ
重
み
は
む
し
ろ
増
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
記
憶
や
記
録
、
資
料
に
自

ら
触
れ
、
手
掛
か
り
と
で
き
る
場
所

は
、ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
る
。

て
い
る
。
こ
の
地
下
道
は
、２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
の
公
園
拡
張
工
事
の

際
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、幅
・
高
さ

の
内
寸
は
約
２
・
７
㍍
、
天
井
の
厚

さ
を
含
め
た
外
寸
は
約
３
㍍
に
も
及

ぶ
。
ま
た
、
こ
の
展
示
に
加
え
、「
武

蔵
野
中
央
公
園
歴
史
Ａ
Ｒ（
拡
張
現

実
）ガ
イ
ド
」
と
い
う
Ａ
Ｒ
体
験
型
ガ

イ
ド
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
園
内
の

５
か
所
に
設
置
さ
れ
た
パ
ネ
ル
の
二
次

元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み

取
る
と
、当
時
の
工
場
や
地
下
道
、空

襲
の
様
子
な
ど
が
画
面
上
に
再
現
さ

れ
、「
大
人
向
け
」「
子
ど
も
向
け
」と

そ
れ
ぞ
れ
の
音
声
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
選

べ
る
の
で
、さ
ら
に
理
解
を
深
め
ら
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

②
府
中
の
森
公
園
は
、
旧
陸
軍
燃

料
廠し

ょ
うの
跡
地
で
、
戦
後
は
米
軍
の
府

中
基
地
と
な
っ
た
。
園
内
に
は
、
米

軍
時
代
に
設
置
さ
れ
た「
消
火
栓
」が

日
頃
か
ら
見
慣
れ
て
い

る
場
所
に
も
、
戦
争
遺
跡

や
碑
が
各
地
に
残
っ
て
い

る
。
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば

気
付
か
な
い
よ
う
に
、ひ
っ

そ
り
と
立
っ
て
い
る
も
の

今
も
遺
構
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
米
軍
時
代

の
消
火
栓
が
現
存
す
る
の
は

珍
し
く
、ほ
か
に
は
東
北
大
学

（
宮
城
県
仙
台
市
）と
浜
寺

公
園（
大
阪
府
堺
市
）の
２
か

所
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

消
火
栓
を
眺
め
て

い
る
と
、
戦
後
進

駐
し
て
き
た
米
軍

の
存
在
を
身
近
に
感

じ
さ
せ
る
。
説
明
板
が
な

け
れ
ば
見
過
ご
し
て
し
ま
う
よ
う
な

遺
物
も
多
く
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
想

像
を
た
く
ま
し
く
し
た
。

③
武
蔵
野
の
森
公
園
に
は
、
空
襲

か
ら
戦
闘
機
を
守
る
た
め
に
築
か
れ

た
格
納
庫
の「
掩え

ん

体た
い

壕ご
う

」
が
２
基
保

存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
園
内
の

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、
旧
日
本
陸

軍
が
使
用
し
た
１
０
０
式
輸
送
機
２

型
の
プ
ロ
ペ
ラ
や
、
掩
体
壕
に
関
す
る

パ
ネ
ル
展
示
も
あ
り
、
当
時
の
様
子

を
伝
え
て
い
る
。こ
の
地
は
１
９
４
１

（
昭
和
16
）
年
に
完
成
し
た
調
布
飛

行
場
で
、
陸
軍
の
拠
点
と
し
て
使
用

さ
れ
た
。
１
９
４
４（
昭
和
19
）
年
以

降
に
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
屋

根
付
き
「
耐た

い

弾だ
ん

式し
き

有ゆ
う

蓋が
い

掩
体
壕
」
が

約
30
基
、
さ
ら
に
土
塁
を
コ
の
字
型

に
囲
い
、そ
の
上
に
竹
を
か
ぶ
せ
た
だ

け
の「
無む

蓋が
い

式し
き

掩
体
壕
」
も
約
30
基

造
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
現
在
、
同
公

園
内
に
残
る
２
基
は
、
戦
時
中
の
姿

を
今
に
伝
え
る
、
数
少
な
い
遺
構
で

あ
る
。

④
東
大
和
南
公
園
に
は
、「
旧
日
立

航
空
機
立
川
工
場
変
電
所
」が
保
存

さ
れ
て
い
る
。
同
工
場
で
は
、
陸
軍
の

代
表
的
な
練
習
機
「
赤
と
ん
ぼ
」の

名
で
知
ら
れ
る
、
機
体
の
エ
ン
ジ
ン
製

造
を
主
に
担
っ
て
い
た
。
建
物
の
南

も
少
な
く
な
い
。

東
京
都
は
戦
後
80
年
と
な
る
今

年
、ク
イ
ズ
形
式
や
ス
タ
ン
プ
集
め
を

取
り
入
れ
て
、
戦
争
の
歴
史
を
学
ぶ

「
４
つ
の
公
園
を
め
ぐ
る
歴
史
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
」
を
９
月
30
日
ま
で
実
施

し
て
い
る
。
訪
れ
る
場
所
は
、
①
武

蔵
野
中
央
公
園（
武
蔵
野
市
八
幡
町

２
丁
目
）、
②
府
中
の
森
公
園（
府
中

市
浅
間
町
１
丁
目
）、③
武
蔵
野
の
森

公
園（
府
中
市
朝
日
町
３
丁
目
）、
④

東
大
和
南
公
園（
東
大
和
市
桜
が
丘

２
丁
目
）の
４
つ
の
都
立
公
園
だ
。

①
武
蔵
野
中
央
公
園
に
は
、
か
つ

て
東
洋
一
と
い
わ
れ
た
航
空
機
エ
ン
ジ

ン
を
製
造
す
る
工
場
、「
中
島
飛
行

機
武
蔵
製
作
所
」
が
あ
っ
た
。「
ゼ
ロ

戦
」や「
隼
」と
い
っ
た
戦
闘
機
エ
ン
ジ

ン
の
生
産
拠
点
だ
っ
た
た
め
、
激
し
い

空
襲
を
受
け
、
工
場
従
業
員
や
地
域

住
民
に
も
多
く
の
被
害
が
及
ん
だ
。

現
在
、
公
園
の
一
角
に
は
当
時
を
伝
え

る
説
明
板
が
設
置
さ
れ
、
工
場
の
地

下
を
縦
横
に
走
っ
て
い
た「
地
下
道
」

の
床
面（
床
盤
）の
一
部
が
展
示
さ
れ

形
と
し
て
目
に
見
え
る
大
切
さ

歴史の重みに気づかされる

戦争遺跡を
めぐって珍

し
く
、ほ
か
に
は
東
北
大
学

（
宮
城
県
仙
台
市
）と
浜
寺

公
園（
大
阪
府
堺
市
）の
２
か

所
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

造
を
主
に
担
っ
て
い
た
。
建
物
の
南

歴史の重みに気づかされる

④東大和南公園：
旧日立航空機立川工場変電所

①武蔵野中央公園：
地下道の床面とスマホ用ＡＲガイド

②
府
中
の
森
公
園
：
消
火
栓

③武蔵野の森公園：
プロペラと掩体壕の
パネル展示


